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第２回日野町議会定例会会議録 

 

令和３年３月１２日（第３日） 

開会 １４時０９分 

散会 １６時４２分 

 

１．出席議員（１３名） 

 １番  野 矢 貴 之   ９番  谷  成 隆 

 ２番  山 本 秀 喜  １０番  中 西 佳 子 

 ３番  髙 橋 源三郎  １１番  齋 藤 光 弘 

 ４番  加 藤 和 幸  １２番  西 澤 正 治 

 ６番  後 藤 勇 樹  １３番  池 元 法 子 

 ７番  奥 平 英 雄  １４番  杉 浦 和 人 

 ８番  山 田 人 志     

 

２．欠席、遅刻、途中退席および早退議員 

   な  し 

 

３．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

 町 長  堀 江 和 博  副 町 長  津 田 誠 司 

 教 育 長  今 宿 綾 子  総務政策主監  安 田 尚 司 

 教 育 次 長  望 主 昭 久  総 務 課 長  藤 澤  隆 

 企 画 振 興 課 長  正 木 博 之  住 民 課 長  澤 村 栄 治 

 福 祉 保 健 課 長  池 内  潔  子ども支援課長  宇 田 達 夫 

 長 寿 福 祉 課 長  吉 澤 利 夫  農 林 課 長  寺 嶋 孝 平 

 商 工 観 光 課 長  福 本 修 一  建設計画課長  髙  井  晴一郎 

 上 下 水 道 課 長  柴 田 和 英  生涯学習課長  吉 澤 増 穂 

 会 計 管 理 者  山 田 敏 之  住 民 課 参 事  奥 野 彰 久 

 福祉保健課参事  福 田 文 彦     

 

４．事務のため出席した者の職氏名（２名） 

 議 会 事 務 局 長  山 添 昭 男  総 務 課 主 任  角  浩 之 
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５．議事日程 

日程第 １ 一般質問 

 ８番  山田 人志君 

 ３番  髙橋源三郎君 

１２番  西澤 正治君 

 ７番  奥平 英雄君 
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会議の概要 

－開会 １４時０９分－ 

議長（杉浦和人君） 皆さん、こんにちは。全員、ご起立お願いします。 

 一同礼。 

－起 立 ・ 礼－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元へ印刷配付のとおりであります。 

 昨日、本会議終了後に総合計画特別委員会が開かれ、委員長に野矢貴之君、副委

員長に山田人志君を決定された旨の報告がありました。 

 なお、総合計画特別委員会野矢委員長より、付託案件に対する審査については予

算特別委員会の開催前に実施したい申出がありました。 

 お諮りいたします。総合計画特別委員長からの申出のとおり、３月16日午前９時

から総合計画特別委員会を開催し、終了後に予算特別委員会を開催するように、日

程を変更することにご異議ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、総合計画特別委員会野矢委員長からの申出

のとおり、総合計画特別委員会の開催については３月16日の日程に組み入れ、審査

することに決しました。 

 なお、総合計画の基本構想、基本計画は、平成23年９月に日野町議会基本条例第

９条を改正し、議会の議決事項として規定いたしました。 

 総合計画は町の持続可能な運営を担保する上で大変重要な計画であり、町の最上

位計画でございます。議会と町長がともに町民に対する責任を担いながら、計画的

かつ町民の視点に立って透明性の高い町政運営に資するために、議会の議決事項と

したものであります。 

 議員各位におかれましては、慎重審議をお願いし、後に訂正、取消し等の問題が

起こらないよう、責任を持って対応されるよう、議長からお願いを申し上げます。 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 議員各位に申し上げます。一般質問通告書を３月２日正午に締め切りましたとこ

ろ、12名の議員から通告書の提出があり、受理いたしました。 

 一般質問は議長の許可を得て行うこととなりますが、同一内容と見受けられる質

問通告がある場合は、議長や議会運営委員会で調整することがあるとされています。 

 今回受理されました通告表に基づき、順次発言を許可いたしますが、去る３月３

日の議会運営委員会でも申し上げましたとおり、各位におかれましては、そのこと
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をあらかじめお心得いただきながら、重複する内容は省略し、質問されるようお願

いいたします。 

 それでは、お手元へ印刷配付の一般質問通告表に基づき、順次発言を許可いたし

ます。 

 ８番、山田人志君。 

８番（山田人志君） それでは、事前の通告に基づき、これより一般質問をさせてい

ただきます。 

 今回の一般質問は、大きくは、これまで日野町の中で長年培ってこられた、維持

されてきた地域コミュニティーが、これから先も本当に持続可能なのか、それとも、

時代の変化に応じて、ひょっとしたら再編というところまで取り組む必要があるの

かということをテーマに取り上げて、そのうち１問目については、特に地域福祉活

動ということでお聞きすることにしました。 

 地域福祉活動だけ取り出して１問目にしたというのは大きく２つの理由があり

まして、１つは、超高齢化社会の到来に備え、国や自治体は地域包括ケアの構築に

取り組んではおられますが、今回のコロナ禍で、包括ケアシステムの頂上の部分で

いうと、医療の急性期から回復期への移行が全然できてないじゃないかということ

が露呈してしまいましたし、そして、システムの裾野の部分、特にこれが大事なん

ですけども、今後ますます役割が大きくなるだろう地域の支え合いということにつ

いても、コロナ禍で福祉活動の自粛によって萎縮してしまって、このままでは本当

に社会の超高齢化に対応できるのか危機感を持たざるを得ないという状況になっ

ているからです。 

 そして、もう１つの理由は、地域福祉活動の抱える問題というのは、他の地域コ

ミュニティーが感じている問題と共通する部分もたくさんありそうなので、地域福

祉活動の活性化について何かしらの道筋を見いだすことができれば、ほかの地域コ

ミュニティー全体を考える上での１つの参考というかひな形になるのではないか

なと考えたからです。 

 そういう趣旨で、一問一答方式でお聞きさせていただきたいと思います。 

 最初に、町内の地域福祉活動については、町社会福祉協議会さん、町社協さんが

策定されている日野町地域福祉活動計画というものにまとめられてはいますが、そ

れで見ると、日野町で定められている制度、地区社会福祉協議会、地区社協ですね。

それとか福祉協力員、それから字福祉会、こういったものは大体同じ時期に設置さ

れたんだなというのは分かりますが、福祉保健課にお聞きしますが、まず、これら

の活動組織あるいは制度が大体同じような時期に生まれてきた背景とか経緯、分か

るようであれば教えていただきたいというふうに思います。 

議長（杉浦和人君） ８番、山田人志君の質問に対する当局の答弁を求めます。福祉
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保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 地区社会福祉協議会、福祉協力員および字福祉会が発

足した背景、経緯についてお尋ねいただきました。 

 日野町では平成２年度に西桜谷地区において地区社協が設立され、平成13年度に

全地区で地区社協が設立されました。福祉協力員は平成４年度に制度運用が始まり

まして、字福祉会は平成６年度から順次設立されてきました。 

 この時期には、第３次日野町総合計画のもとで、福祉が充実し、生きがいのある

安心して暮らせるまちづくりを目指して、地域福祉分野の取組を進めてきたところ

でございます。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 今お聞きしましたら、平成２年度から始まる第３次の総合計画

ですか、それからいわば日野町が福祉のまちやというような機運が高まったのかな

と思うんですが、その上で確認したいんですけども、福祉保健課に確認したいんで

すが、ちょうどその頃、今から30年ほど前に、日野町ではそういう福祉のまち、地

域福祉活動の機運が高まって、もう１つ平成２年に町が福祉のまちづくり運動推進

事業というものを何か指定を受けたという話も聞いて、これが国の指定なのか県の

指定なのかよく分からないんですが、そういうことがあって、それを具体的に実践

していくために、地域に地区社協、それから字福祉会、そして、設立を働きかけた

上で、町社協では福祉協力員の設置という動きがあったと聞いてはいるんですが、

そういう認識でよろしいんでしょうか、教えて下さい。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 今ほどおっしゃいましたとおり、福祉のまちづくり運

動推進事業の指定を受けたのは事実でございまして、こちらにつきましては県社協

の事業で、西桜谷地区が指定を受けられたということになっております。 

 もともと西桜谷地区につきましては福祉問題協議会が発足されておりまして、ち

ょうどこのタイミングによって県社協の事業の指定を受けられて、福祉のまちづく

り運動推進事業をやっていこうということになっておったというふうに伺ってお

ります。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） ということは、西桜谷発の活動が全町的に広がっていったと、

そんな感じなんでしょうか。で、よろしいですか。分かりました。 

 では、その３つの組織制度について順番にお聞きしたいと思うんですが、最初に

地区社協なんですけども、地域福祉活動計画を見ると、地区社協の役割として、字

福祉会の連絡調整といったことなどが書かれています。しかし、実際、字福祉会の

ほうから、特に私の地域からがそうなのかもしれないんですが、福祉会のほうから
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見たら、地区社協に連絡調整とかそういう役割があるようにはちょっと見えないん

ですけども、実際にこの計画どおりに機能しているのか、お聞きしたいというふう

に思います。福祉保健課にお尋ねします。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 地区社協と字福祉会の位置づけでございますけれども、

連携や協力を基本としているのが事実でございまして、お互いの活動や情報交換を

していただいておるというふうに意識しております。現在、地区社協は、字福祉会

に対しまして活動を支援したり、助言、助成などを実施していただいているものと

いうふうに認識しております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 日野地区社協というところで見てみると、字福祉会の連絡調整

とか、今おっしゃっていただいたように、支援とか、それから助言とか、あんまり

そんな感じはしない。というよりも独自に、例えば高齢者交流サロン、ゆかいな寺

子屋ですよね、をやったり、あるいは、ほのぼの交流とか、それから、敬老会実行

委員会の責任団体でもありますし、あと、日野地区に限らないと思うんですが、子

育てサロンのパインのサポートなど、結構活発な活動をされているんです。ほかの

地区の地区社協の活動もそんな感じなのか、状況を教えていただければと思います。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 今ほどおっしゃいました日野地区社協さんについては、

おっしゃったとおりかなと思っておりますし、例えばほかの地域ではどのようなこ

とが行われているのかというお尋ねですけれども、さほど大きな変化はないという

ふうには認識しておりますけれども、地域地域によってはそれぞれ実施していただ

いているイベント的な事業もございますし、日常的な活動も少しずつは違ってくる

かなと思っております。 

 毎年、各地区社協で総会が行われまして、そちらのほうにも一部参加させていた

だいていることもありますけれども、ご報告いただく内容につきましては、ほぼほ

ぼ各地域の従来からの地域のつながりを大切にしたような事業について実施され

ているものというふうに思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 分かりました。 

 続けて福祉保健課にお聞きするんですが、日野地区社協の場合は事務所は日野公

民館に置いてはるんですけども、ほかの地区ではどうなんでしょうか、教えて下さ

い。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 拠点につきましては、どこの地区も公民館を中心にし
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て事業を展開されているというふうに認識しております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） では、どの地区も事務所は公民館ということですね。それぞれ

の地区の公民館ということなんですね。 

 施設としての、いわゆる建物としての公民館ということでいえば、住民の公共公

益的な活動に使用できると、使用するものやということなんですが、機関として、

組織として公民館ということを考えた場合には、社会教育法上で福祉活動というの

は範囲外の分野になってきますよね。これちょっと生涯学習課にお聞きしたいんで

すが、この辺はどう整理されていますか。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（吉澤増穂君） ただいま、生涯学習と地区社協との関係のことでご質

問いただいたというところでございます。 

 公民館につきましては、議員おっしゃるとおり、社会教育法上の社会教育施設と

しての位置づけでございます。公民館につきましては、様々な団体と連携を図りな

がら、これまでから活動を進めてきているという中におきまして、地区社協さんに

おきましても、いろんな位置づけの中で、地域課題、社会福祉という部分を解決し

ていく中での活動を進めていただいている地域の団体であるというふうなことで

あるというふうに考えております。 

 ですので、今時点では、地域の課題を解決するという部分は、社会教育法的中身

ではその部分もきちっとやっていく、地域の中でやっていくというのが社会教育の

理念の中でも現時点で言われてございますので、そういったことと連携を進めなが

らしていくというふうな形になってきているというふうに考えております。 

 これまでから地区社協については、福祉分野と社会教育分野という違いはあるも

のの、地域の中で連携を進めてきているということでございますので、そういう、

日野町の公民館活動というのは地域の住民の方々のよりどころというふうな位置

づけでございますので、そういう中で活動を進めていただいているものと理解して

おります。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） なるほど、分かりました。地域の課題解決は、社会教育法を広

く解釈したら全部社会教育やないかと。そのとおりかもしれないんですけども、そ

の中でお聞きしたのは、特に組織、機関としての公民館はどうなんやということだ

ったんですが、この点はまた２問目のときにまたちょっとお聞きすることにします。 

 日野地区で、さっきも言いましたように、地区社協が結構活発に活動されている

んですけども、それは民生委員・児童委員さんの協力もさることながら、実は、福

祉協力員が字福祉会の活動とは別に地区社協の活動にも協力をしてくれてはるん
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ですよね。 

 そこで福祉協力員さんの話に移したいんですが、福祉協力員が設置された当初の

ことで、町社協が平成３年10月に福祉協力員規則というのをつくってはりますよね。

その中には、福祉協力員は各地区社協の組織の中で活動するとなっていたと思うん

ですが、この規則は後に改正なり変更されたんでしょうか、福祉保健課にお聞きし

ます。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 今ほどお尋ねいただきました福祉協力員について定め

られた事項についてですけれども、確かに日野町社会福祉協議会福祉協力員規則と

いうのが平成３年10月に制定されております。 

 おっしゃったとおり、当時の規定では、「福祉協力員は、各地区社協の組織の中

で活動するもの」とされていましたが、平成22年４月に改定されまして、その内容

につきましては、活動の場面を地区社協に限らず、字福祉会、自治会、町社協など

に広げられたというふうに改定されております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） なるほど。もう１つ、同じ平成３年10月時点での規則で教えて

ほしいんですが、同じ規則の中に、福祉協力員は民生委員・児童委員と連携して福

祉のまちづくりを推進するといったことも書かれていたんですが、現状もそのまま

残っているのか、そんな連携が今現状できているのかについても教えていただけれ

ばと思います。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 今ほどおっしゃってみえた事項については、旧来の規

則でいうところの恐らく第２条になるのかなというふうには思っておりますけれ

ども、現在の２条につきましても以前の規則とはほぼほぼ変わっておりませんけれ

ども、第２条におきましては、福祉協力員は福祉団体やボランティアセンター登録

など、各関係諸団体を含め、広く社会福祉に関心があり理解と熱意のある一般住民

の中からというふうに書かれておりますので、内容につきましては変わってはござ

いません。よろしかったでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 今お聞きしたのは、旧の規則でいったら第３条の第１号ですね。

それはともかくとして、変わっていないとしても、福祉のまちづくり運動が始まっ

た頃は、先ほどの話とつなげていくと、福祉協力員というのは地区社協の中で民生

委員・児童委員さんと連携しながら協力しながら仕事をしていく、活動すると、多

分そんな想定がされていたんでしょうね。 

 ところがですが、先ほど最初に教えていただいたように、地区社協は平成２年の
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西桜谷が最初で、平成13年に全地区で設立されましたと、さっき教えてもらいまし

たね。11年タイムラグがあるんです、その間に、11年の。つまり、福祉協力員が設

置されたものの、規則上でほんまは地区社協で働いてもらわなあかんと言っていた

はずが、11年間、日野地区と必佐地区は地区社協がなかったんです、10年ぐらい。 

 だから、仕方なしというか自然にというか、福祉協力員さんはそれとほぼ同じ時

期に設立された字福祉会のほうが活動母体に自然になっていたというようなとこ

ろがあって、結局、仕方なくというか、仕方なくかどうかわからんけど、平成22年

に規則の改正がされたとさっき教えてもらいましたけども、それも後付けで、そう

いう実態に合わせて改正されたのかなと思うんですが、福祉保健課はそうした経緯

とかは把握されていますでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） おっしゃられたとおり、西桜谷がトップバッターとい

うことで地区社協が組織されて、その後なんですけれども、平成５年度に東桜谷、

鎌掛、南比都佐、西大路が設立されていると。そこから数えてもまだ５年後の平成

13年に日野と必佐がということになっております。 

 この間、福祉協力員さんはそれぞれの地域でそれぞれの地域に合った事業を展開

していただいたり見守り活動をしていただいていたと。日野地区と必佐地区におい

ては後から地区社協が設立されたということで、従来の活動がベースになっている

ということはあるのかなと思いますし、従来から規定されていた、地区社協の中で

活動するということの概念が、最初の設立からすると数年間空白であったというこ

とがあるので、おっしゃったようなことはあるのかなというふうには思います。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） そうなんですよ。実際にあったと思いますね。 

 したがって、日野地区社協が設立された頃というのは、組織の位置づけとか、ど

んな活動をするのかというあんまり方針もはっきりしていなくて、ただ各団体の代

表が顔合わすだけみたいな、そんな感じで出発したようなところがあります。 

 当時、私ども初代会長は奥村嘉三さんがされたんですけども、日野地区に地区社

協がないのはどうも具合悪いんやと。当時、議員されていましたので、奥村さんは。

議員としての責任上、地区社協をつくったほうがええねんけども、動かへんのや、

どうしたらええんやろということで相談を受けたことがあるんですけども、余談で

言うと、当時の議員さんというのはそうやって先頭に立って地域の活動をされると

いう、そんな空気感があったんですね。何か今はあんまり先頭に立ったらあかんよ

うな空気もあって、ちょっと羨ましいかなと思ったりもするんですけども。 

 それはさておきまして、その後、小井口の今井隆雄さんっていらっしゃいました

よね、が会長になられたときに本当に大変苦労をされて、福祉協力員の協力をして
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もらえるようになったんです。それで、先ほど申し上げたように、日野地区社協は

それなりに活発に活動されるようになりました。 

 しかし、福祉協力員は当初の構想とは違って、日野地区の場合かもしれませんが、

いわば自然現象で字福祉会のほうが活動母体になっていますよね。これは課長もよ

く実感してご存じだと思うんですが、その結果について福祉保健課は、そのプラス

マイナスなりの実態の評価はどう見ておられるでしょうか、教えて下さい。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 私も山田議員さんと同じく、福祉会も担当もさせてい

ただいたこともありますし、当然事業にも参加させていただいたこともあるという

ことでございます。 

 私が感じますのは、組織の中で福祉協力員が動いているという実感はやはり、確

かに、ある方とない方がそれぞれお見えやったなと思います。組織活動に慣れた方

については組織の中の理論として動かれていた方もおられますし、当初の目的であ

る支え合い、見守りということを大事にしながら活動されていた方も、両面お見え

であったなというふうには思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） なるほど、そういう見方もあるんやなと思って、ちょっと今、

納得しました。 

 私が感じているのは、結果論で言うと、より小さな地域で活動するようになった

ので、その地域の実情に寄り添った形で、今、課長がおっしゃっていただいた組織

活動の感覚であっても支え合いの感覚であっても、その面はプラスであったのかな

とは思っているんですが、しかし、一方で、限られた地域の中で、担い手も少ない

ですよね、限られていますよね。そういう中で、さらに日野地区の場合は、さっき

言いましたように、字福祉会と地区社協ダブルで、全員ではないですけど、ダブル

で仕事をされているんです。そんなことで、だんだん負担という部分のマイナス面

が福祉協力員さん大きくなってきているんじゃないかなと思うんですけども。 

 今、実際に字福祉会が母体ということで、今度は字福祉会についてちょっといろ

いろお聞きしたいと思います。 

 本題に入る前に枝葉の話から、福祉保健課に、どう思うてはるのかなとお聞きし

たいんですけども、字福祉会は大体、区とか町内とかそういう単位で組織されてい

ますよね。そう考えたときに、日野町内には字という表現でくくれない自治会って

いっぱいありますよね。これ幾つもあります。いつまで字福祉会という名前が公式

なんですか。どうお考えですか。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） この字福祉会という名称につきましては、町の中でど
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ういうふうにするのが適切かという議論を深めていくというのはちょっと難しい

のかなというふうには思っておりますけれども、確かに、おっしゃったように、字

という感覚があるところとないところ、やっぱり様々ですので、その状況に応じた

お名前というのもあってもいいのかなという気はしますけれども、では、それが何

が適切かというのはここでちょっと難しいのかなと思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 何が適切かというのは答えは極めて簡単で、字を取ればいいと

思うんです。それぞれ何やら福祉会だけでいいと思うんですけども。 

 では、本題のほうに入ります。核心の話を聞きたいと思うんですが、字福祉会の

主な役割というのは、さっき課長もおっしゃっていただいた地域の支え合い、日常

的な支え合いが本来の趣旨かなと思っています。 

 ところが、字福祉会の役員さん、多くはその中には協力員さんがいはるんですが、

非日常の、イベントのような、これさっきもちょっと課長おっしゃいましたけど、

イベントのような行事に結構労力を使ってはるという場合も見えますし、自治会に

よっては自治会のイベント部会が福祉会みたいな、そんな扱いになっているとこも

見えたりするんですが、それが負担の一因になっている、負担増の一因になってい

るというようなことはないでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 字福祉会の負担が増しているのではないかというよう

なお尋ねやったと思うんですけれども、字福祉会の方々がどのような立場の方々な

のかにはよると思うんですけれども、運営の方法とか事業の内容もそのことがある

のかなと思いますけれども、確かに、場合によっては負担を重く感じているんだよ

というお話は少し聞いたことはあります。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） どのような立場なのかで多分違うやろうということはそうなん

だと思うんですが、そのことで、以前に日野地区で調べたところで、字福祉会の会

長は区長の兼任やというところが大体全体の３分の１ぐらいあったんです。自治会

運営と地域福祉活動の担い手が兼任するということについてのプラスマイナスは

あると思うんですが、福祉保健課はどう評価されますでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 確かに、私も存じ上げているところでは、自治会長さ

んが福祉会の会長をされているというのはお聞きいたします。このことについては、

幾つか理由はあるんだろうとは思いますけれども、ひょっとするとその１つに、や

はり役員という肩書というか位置づけを誰かにお願いをしていくということにな

る場合に、自治会長さんがやっていくほうが事業運営的にもよかろうというご判断
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をされる場合と、一方では、お願いをする方がなかなか難しい状況なので、この場

合は自分が兼任してやっていこうというふうに判断される方もお見えやと思いま

す。ですので、これについてはそれぞれの自治会でご判断されたことかなと思いま

す。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） なるほど、よく分かります。１つは、兼任することで話が早い

ということがあるでしょうけども、おっしゃったように、結構、役職選ぶの区長さ

ん大変なんです。その手間が省けるというのは大きいかもしれないですね。 

 ただ、今後、持続可能な地域福祉活動ということを考えていく場合、やっぱり活

動の役割とか目的とかということをきちっとはっきりさせた上で、それでその上で

最大の効果というのを発揮していくことを思うのならば、取りあえず自治会運営を

分けて考えてみるべきではないのかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 確かに、先ほど申し上げた、なかなか役員の成り手が

ないという状況を暗に自分の中で強く感じておられる方は、福祉会であるとか福祉

協力員さんをご推薦とかご指名いただく場合に、制度の成り立ちであるとかその目

的を明確にそこのご推薦される場合の委員さんにお伝えするのが普通だと思うん

ですけれども、あまりにも明確にお伝えすることによって、お受けいただく方がご

負担感が強くなってしまうということを少し考慮されて、ご推薦いただく場合に少

し、制度、目的の説明が不十分である場合もひょっとしたらあるのかもしれません。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） ありがとうございます。なかなか現実的に答えていただいてい

るので、かみ合ってうれしいです。 

 では、その上で地域福祉活動の関連ということで、今度、健康推進員さんについ

てお聞きたいんですが、制度の趣旨と現状。近い将来の超高齢化社会の中で、健康

寿命とか介護予防、フレイル予防ということと関わりの深い健康推進員さん、これ

から極めて重要な人材ではないかと思うんですが、地域福祉活動計画、健康推進員

さんのことをほとんど書かれていないんです。福祉保健課にお尋ねしますが、それ

はなぜなんですか。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 地域福祉活動計画に健康推進員さんの表記がないので

はないかというご指摘でございますが、そのとおりでございます。行政におきまし

ても、地域福祉分野と健康づくり分野を区分して計画を今日まで策定してきたとい

う経過があったものかなというふうに思います。 

 それらのことから記載がされてこなかったのかなと思いますが、しかしながら、
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健康推進員の皆さんが地域で果たされてきた役割というのはかなり大きなものが

ございます。今後も地域の中で活動、活躍していただくためには、町としてもとも

に取組を進めなければいけないのかなというふうには思っています。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 区分されてきたということは、分かりやすく言えば、行政の縦

割りの弊害があったということですよね、簡単に言えば。 

 私は10年ほど前に区長をしていたんですが、ちょうど今から10年前か、その次の

年の健康推進員さんの養成講座ってありますでしょう。受講者を紹介してほしい、

推薦してほしいという話がありまして、ちょっとその制度を調べてみたんです。そ

うしたら、健康推進員になるということは、これはひょっとして、いわば資格取得

みたいなものなのかなということを思ったんです。任期というのもありませんし。

最近のことでいうたら、防災士さんみたいなものですか、そういうもんなんやなと

思いました。 

 その上で、推進員さん同士が相互研さんとか、あるいは情報交換とかそういうも

のは必要やと思うんですが、推進員が集まることによって、まるで地域の役員のよ

うな活動をされているようにも見えるのはどうかと思っているんですが、改めて、

健康推進員さんの本来の制度ってどういうものなのか、あるいは、制度運用の現状

の実態について教えていただければと思います。福祉保健課にお聞きします。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 健康推進員さんというふうな形の名前で流通している、

滋賀県でございますけれども、全国的には食生活改善推進員という形のお名前とい

うのが通例になっておりまして、滋賀県ではそれを少し名前のイメージを広げられ

たということになると、健康推進員というほうが皆さんにイメージしやすいという

ことからそうなったのかなというふうには思っておりますけれども、確かに、おっ

しゃったとおり、健康推進員さんは町全体の事業もさることながら、地域に入って

事業を推進していただいて、地域住民の方の健康を推進していくというのが大きな

役割かなというふうには思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） そういうことであるならばですけども、そういう趣旨であるな

らば、町社協さんとそれから保健センターの縦割り、いわゆるさっきおっしゃった

ことは。その縦割りも越えた上で、健康推進員さんは今おっしゃったような食を通

じて健康に何か、例えば健康講座とか料理教室でもいいです、そうしたものをする

場合に知識・経験を有する人がいますよという、いわゆる人材バンクみたいな形で

制度運用できないのかなと思うんですが、どうでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 
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福祉保健課長（池内 潔君） ありがとうございます。今ほどご提案いただきました

人材バンクのような健康推進員さんの活躍の場面というのは、確かに今後必要にな

ってくるのかなと思いますし、そのことについてもいろいろと調べてみたいなと思

います。 

 ただ、社会福祉協議会につきまして全く無関係の状態であるかというとそうでは

なくて、健康推進員さんが評議員さんを務めていただいたり、福祉の集いで実行委

員を務めていただいたりと、実質的な連携は進めていただいているかなというふう

に思っています。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 分かりました。ぜひご検討をお願いします。 

 では、１番目の最後で、まとめの質問をさせていただきたいと思います。 

 来月から運用が始まる日野町地域福祉計画ですが、そこには制度のはざまにいる

人、支援が届いていない人に支援できる仕組みです、と書かれていて、それこそ地

域福祉活動の大きな目的の１つではないのかなと思っています。 

 ところが、その地域福祉活動が、今、縷々お聞きしたように、制度的な位置づけ

が、あるいは方針が整理されないままで見過ごされてきたり、あるいは、社会環境

の変化で負担感がだんだん増えていっていると、それで制度疲労を起こしていると

いう現状があるのなら、負担の最小化と効果の最大化というような観点で制度全体

をつくり直す時期に来ているのではないのかなと私は思っています。 

 その見直しのきっかけは町行政から発信されるべきではないのかなと思ってい

るのですが、福祉保健課の見解をお聞きしたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） 地域福祉活動の組織の在り方について、町行政がどう

関わっていくのかについてでございますけれども、今日まで組織を運営されてきた

ものの継続が大変難しくなってきたというお話は、分野を超えてお聞きしていると

ころです。 

 地域福祉活動については、誰がどのようなニーズにどう応えていくのか、様々な

場面でお話合いをしていただいているものと思います。従来の形で継続していくこ

とが困難な場合、先進的な取組をされている地域を参考にされたり、自由度の高い

取組を始められたりする場合もあるかと思います。このような新たなチャレンジに

ついて町が支援することも必要であると考えています。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） ありがとうございます。引用させていただいた次期の地域福祉

計画には、福祉・保健・医療などの関係部署・機関との横断的な支援体制によるケ

アシステムづくりということも書かれていました。つまり、様々な地域福祉活動が
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縦割りを越えて裾野を広げて、さらにそこから医療とか介護とかそういう専門的な

サポートにもつなげられる、縦と横の言わばピラミッドのような形をつくっていこ

うということなのかなと思うんですが、それに対して、最初に申し上げたように、

今回のコロナ禍で社会環境の変化からスピードアップしているということを考え

るならば、そうした体制に整理し直す時間的猶予は決して多くはないというふうに

思います。 

 今は地域福祉活動計画は町社協さんでまとめていただいているんですが、もとは、

最初にお聞きしたように、30年前に福祉のまちづくり、福祉のまち日野ということ

で、町行政も地域福祉活動の制度化について一翼を担って、また、その後に社会環

境が変化して行政の縦割りを越えた横断的な制度設計というものが求められてい

る今ならば、おっしゃっていただいたように、支援をすると、あるいは、チャレン

ジをするなら支援をするという感覚からもう一歩踏み込んで、最初の第一歩は町行

政が踏み出さなければならないのではないかなと思っていることをお伝えして、１

問目は終わらせていただきたいというふうに思います。 

 ２問目は、１問目の地域福祉活動のような課題別のコミュニティーもそうなんで

すが、そのほかに住民自治あるいは任意の住民活動も含めた地域コミュニティー全

般について取り上げさせていただきたいと思います。 

 今議会に提案されている第６次日野町総合計画の案では、町が目指す将来像を、

「時代の変化に対応し、だれもが輝き、ともに創るまち日野」というふうになって

いて、地域コミュニティーを取り巻く社会環境の変化も時代の変化の１つですよね。 

 同じ総合計画の案の基本構想の中で、長い歴史の中で町民にシビックプライドが

育まれて、それが地域づくりに生かされ、今日までのまちづくりが続いているとい

うふうに、そういう現状認識も書かれていて、その上でコミュニティーの希薄化や

人材不足で持続可能な地域づくりということも書いていますし、さらには、地域コ

ミュニティーの再編というところまで言及されておられます。 

 ただ、地域コミュニティーの再編というふうに、言葉で言ってしまえばそのよう

に一言で簡単なんですけども、実際にこれやろうと思ったら極めて大きなプロジェ

クトですよね。本当に大がかりなプロジェクトになると思います。 

 今回、一般質問で取り上げさせてもらったんですが、それで、内容を結構はしょ

ったとしても、はしょるように努力はするんですが、それでも多分時間は結構いた

だくことになるのかなと思いますし、時間をかけてやり取りをさせていただいても、

今回の一般質問で何か答えが見えてくるというものでは決してないのかと思いま

す。 

 それでも、地域コミュニティーの再編というのはこの先の日野町にとっても多分

避けては通れない、いつかは避けては通れない問題になるでしょうし、そういう意
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味で問題解決の時間的な猶予も、さっきもこれ１問目で言いましたが、多くは残さ

れていないという中で問題提起だけでもしておきたいということで、一部提案も含

めて一問一答方式でお聞きすることにさせていただきましたので、しばらくの時間

お付き合いいただきたいというふうに思います。 

 最初に、日野町の地域活動の特性というか特徴ということでお聞きするんですが、

私自身が十数年間ずっと継続して住民自治とか地域活動に関わってきた経験から

いうと、町内でいろんな分野、様々なコミュニティーが長年続けてこられている大

きな要因の１つが、よくも悪くも区とか区長への依存、過度の依存といってもいい

のかな、というところがあるかと思っているんですが、執行側はこの点を認識され

ているのか、企画振興課に伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（正木博之君） ありがとうございます。山田議員さんのほうから、地

域コミュニティーの中で町内のコミュニティーの維持についてご質問を頂戴いた

しました。 

 山田議員さんがご指摘のとおり、日野町内のコミュニティーというのは、これま

で区長さんを中心とした地域活動の中で今日まで維持されてきたというふうに言

えるというふうに考えております。また、一方で、自分たちの地域に誇りと愛着を

持ち、先ほどご質問の中にもありましたシビックプライドという、自分たちの町に

誇りと愛着を持つというような中で、創意と工夫の中で自分たちで地域コミュニテ

ィーを築き上げていくというような、参加の新しいそういう潮流も様々な分野で広

がりつつあるという現状も一方では見えてきているなというふうに認識しており

ます。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 続きで企画振興課に伺うんですけども、区長さん、課題別の各

種団体の役職から公民館の実行委員に至るまで、これは区によってですが、本当に

たくさんの人選が依頼されて、区長さんはそれを前例に従って慣習に従って、これ

が仕事やと思って区内での役の選出に努めてきておられます。 

 それは、今、課長が答弁していただいたように、誇りと愛着、創意と工夫と、中

にはそういう人がいはるかもしれません。特に団塊の世代のときはそういう人が結

構いはりましたけども、今どうでしょう。もうほとんど１年か２年の任期を無事に

何か過ごすと、務め終えるという人がほとんどじゃないでしょうか。と思います。 

 しかし、人口減少とか高齢化などの環境変化で、そういった負担感、役割の負担

感が増しているとは思うんですが、企画振興課に伺いますが、そもそもそういう、

例えば地区全体の役員を選ぶとかそんなお仕事、それそもそも自治会運営の本来の

仕事の範疇でしょうか、どうでしょう。 
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議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（正木博之君） ありがとうございます。１点だけちょっと、私の先ほ

どの答弁がまずくて、若干ちょっと議員さんのご質問に的を射ていなかったので少

しだけ言わせていただきますと、自分たちの地域に愛着を持ち、というのは、区長

さんはもちろんなんですが、そういう区長さんたちの変化というよりは、地域コミ

ュニティーの維持ということでいうと、区長さんたちだけに依存してきた流れとは

別に、自分らのという意味で申し上げたので、もちろん区長さんたちの中にも新し

い発想とか新しいアイデアで取り組もうという動きとかご意見も頂戴しているの

で、そこもですが、後段の部分はどちらかというと、自分らの地域を自分らの課題

でというような動きがあるという意味で申し上げた点でございます。 

 ご質問いただきました区長さん方の負担感の中での人選という意味でいいます

と、役場行政だけではなくて公民館のほうから、地区の自治会のほうからも区長さ

んという代表を通じていろんな人選をお願いされることがままあると思います。 

 これまででいいますと、例えば公民館の実行委員さんやったりとか公民館から頼

むようなことであると、公民館という、いわゆる地域のプラットフォームの中でい

ろんな情報が入り組んでいて、そこにも人脈があって、区長さんがどうやろうと相

談しはったときに、あんたの地区のこう人いはりますやんみたいな話があって、あ、

うちのそんな若い子いはったんと区長さんにも発見があったりして、そういうつな

がりの中でのまた人選もあったのかなと。それがやっぱりだんだんと、そういう情

報ができにくくなっている状況の中では、区長さん方の負担感が増しているのかな

と。 

 そういう意味では、地域でいろんなことをされている情報というのをもっと、こ

の地区にはこんな活動してはる人がいはるというのを、やっぱり公民館みたいなと

ころでプラットフォームみたいな、情報のプラットフォームでもあると思うんです

けども、集約する中で、地域の中でそういう人材の情報も流れると、区長さん方の、

最終のご推薦という意味では区長さんにお願いするということが一番形としては

ありがたいのかなと思っていますが、負担感という意味では、例えば今までずっと

企業戦士で、企業でお勤めの中で地域のことはなかなか時間がなかったけど、退職

後にぱっとされた方にとっては、そういう情報提供ができる中での負担感の解消と

いうようなことも検討できるのかなというふうに思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 結果的に、現状はもう多く区長さんにとって、役員の選出、人

選というのは本当に悩みの種です、今。１問目の地域福祉活動でも言いましたけど、

取りあえずは、自治会運営と、それから課題別の分野別のコミュニティーというの

は分けて考えてみてはどうかなというふうに思っています。今、課長もおっしゃっ
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ていただいたように、プラットフォームを通じて、最終的には区長さんからという

のも考え直してみてはどうかなという気がします。 

 もちろん、両者の重なる部分もあるからプラスマイナスは一概には言えないと思

うんですが、取りあえず分けると、分けていこうという考え方の前提で、まず、自

治会運営の現状についていろいろお聞きしたいというふうに思います。 

 昨年４月の条例改正に伴って、事務嘱託員設置規程が廃止になりましたですよね。

これ総務課に伺うことになると思うんですが、それで、区や区長は完全に自発的な

自治会なり自治会長という位置づけになったかと思います。 

 ところが、ずっと見ていましても、そういう変化の認識というのは浸透していな

いですね。ほとんど浸透していない、町内には。浸透しなかったことのプラスマイ

ナスというのは、総務課はどう見てはりますか。 

議長（杉浦和人君） 総務課長。 

総務課長（藤澤 隆君） 昨年、事務嘱託員設置規程の廃止をさせていただいた、そ

の内容についてご質問いただいたところでございます。 

 ４月１日に施行されました地方公務員法の改正によって会計年度任用職員とい

うのが制度が導入され、法令に基づかない非常勤の職員は設置できないということ

で、条例改正をして、今言われました規程も廃止させていただいたというところで

ございます。 

 これに伴いまして、これまで区長さんという地域の代表の方にお願いをしてまい

りました事務嘱託員としての事務処理、そういったことを地域の代表者の方と事務

の委託契約というふうに変更させていただいたというところでございます。 

 元から自治会という代表者の方につきましては、自主的な組織による地域の共同

体として、住民生活の福祉向上や防災をはじめ、様々な取組が進められていたとい

うところでございまして、昨年変更させていただいたということで、町長からの委

嘱が契約に変わったというところでございますけれども、大きな内容は変わってい

ないというふうに町のほうとしては考えているというところでございます。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 大きな変わりはないと、変化はなかったということで大騒ぎに

はならなかったということはプラスといえばプラスかもしれませんが、それはひょ

っとしたら制度としての認識が薄いということかもしれないですよ。 

 もう１つ、マイナス面でいうと、確実に言えるのは、いろんな自治会運営が曲が

り角に来ている中で、去年の４月のそのことが見直すきっかけにならなかったとい

うことが１つのマイナス面かなと私は捉えています。 

 日野町内の自治会というのはニアリーイコールで区ですよね。違う場合もありま

すけども、ニアリーイコールで区。区の制度は、私の聞いている話では、明治22年
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の旧日野町制から始まったと聞いているんです。ということは、それは、今、総務

課長からおっしゃっていただいたように、自主的な組織というよりも、そのときの

町政の行政システムの一部として制度化されたんじゃないのかなというふうに想

像します。 

 日野町内には、ご承知のように、それよりももっと古い、ひょっとしたら江戸時

代からの住民自治の仕組みも残っていますよね。これが混在しているんです、日野

町内で。 

 昨年９月の一般質問で、日野町は合併しませんでしたから、合併がなかった日野

町ではそういう古い制度が全部温存されてしまったという話をしましたが、その自

治会の仕組み、ずっと残っている自治会の仕組みは、この先も長く長く維持してい

けそうですか。総務課はどう思ってはりますか。 

議長（杉浦和人君） 総務課長。 

総務課長（藤澤 隆君） 区の制度が明治22年からというような話がありましたけど、

先ほどそういったことの、大きな日野町に合併してから、昭和30年４月に事務嘱託

員設置規程というのをつくっておりますので、恐らく、今、議員がおっしゃいまし

たような、日野町でしたら旧の日野町、前の旧村時代の積み上げをそのまま事務嘱

託員としてお願いしたんじゃないかなと私も想像するところでございます。 

 前回そういった改正をさせていただいて、表面上はこれまでの町長から委嘱とい

う立場であったものを、対等といいますか、お仕事を契約に変えていこうというこ

とで、ある意味そういった、見直しと言えば見直しをしていただくきっかけになっ

たのではないかなという、おっしゃるとおりかと思います。 

 ただ、それまでに地域の集落さん、区なりの自治という組織自体は、それは毎年

行われている総会で事業が計画され事業が執行されるという、そういった活動とい

いますか、地域の皆さんとの決定によって自治が成り立ってきたというものに、行

政が委嘱なり契約でつくり上げてきたみたいな、お願いしてきたというようなこと

なので、地域で決定される過程というのは変わらないのではないかなというふうに

私は思っております。 

 そういった、地域で積み上げられる、そういった過程というのは変えられないん

じゃないかなと思います。皆さんの自治の中で積み上げられるということです。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） それはもう住民自治ですから、住民が自分たちの意思で決めて

いくというのは、これはそこの部分は基本は変わらないと思いますが、仕組み、シ

ステムが続いてくかというとなかなか難しいんじゃないかなと思います。 

 自治会運営の負担というのは、さっきから何回も言っている、役員の選任だけじ

ゃないんです。幾つも点で増えてきていると思うんです。そこにある程度共通する
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のは、一昔前やったら全然問題にならへんかったことが最近では通用しなくなって

きているんです。例えば、協議費とか積立金言いに行ったら、強制募金ちゃうかと

言われたり、そういう法律的なことも考えなあかんようになったりして、なかなか

難しくなってきて、そういう負担も増えているかと思います。 

 その点で企画振興課にもお考えをお聞きするんですが、古くから残っている住民

自治の仕組みというのを１つの歴史なり伝統というふうに捉えて、それを守ってい

こう残していこうという考え方もある一方で、そうやとしても、自治会の概念、最

低限、自治会とはこういうものですよと、法律的にはこういうものですよという概

念、定義というのは、今の時代に合わせてきちんと整理するべきやと思うんですが、

どう思われますか。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（正木博之君） 確かに、おっしゃるように、いろんな地域の自治活動

を担っていただく層とか、これまでの個人さんの積み上げとか経験値も変わってき

ていますし、何よりも時代が変わってきている中で、今、議員がおっしゃるように、

改めて自治会というのがどういうものでどういう役割をしてという大切さなり、そ

れからやっぱり、昨日の質疑からも出ていますように、これまでの形だけではなく

て、やっぱりみんなが参加できる自治会、いろんな世代やったり性別にかかわらず

意見が出せる、その声が反映できる自治会というのをつくるような、いわゆる概念

というのはやっぱり整理は必要かなと一定は思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） みんなが参加できる自治会、いいですね。私は男女共同参画だ

けじゃなしに老若男女共同参画を進めるべきやと、そんなこともこの前ほかの議員

さんとお話ししていたんですけども。 

 これまで繰り返してきましたけども、いろんな機会で言ってきたんですが、伝統

的な住民自治の仕組みを持続可能なものにしていこうと思うなら、その真ん中にあ

る、核心にあるものを守るために何かを変えなあかん場合がある、何かをやめんな

らん場合もあるということで、その上でまず、現行の区あるいは区長の制度運用と

いうことの問題点を拾い出していって、問題どこにあるんやということを少なくと

も共有することから始めたらどうかなと思いますので、これはお願いしておきます。 

 区や区長の関わりという流れで、次に、課題別の各種団体について。１番目で地

区社協に触れましたが、今度は安全なまちづくり協議会ということを例にとって何

点かお聞きしたいというふうに思います。その上で問題提起もさせていただきたい

と思いますが、最初に、安全なまちづくり協議会が設立された経緯を住民課から教

えていただきたいと思いますので、お願いします。 

議長（杉浦和人君） 住民課参事。 
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住民課参事（奥野彰久君） ただいま山田議員様のほうから、安全なまちづくり協議

会の設立経緯についてご質問を頂いております。 

 安全なまちづくり協議会の最初の設立につきましては、南比都佐地区におきまし

て不審者情報が何度か発生し、地域の安全対策のため、小学校ＰＴＡ、少年補導員

等の関係者が協議をされ、犯罪から子どもや地域住民を守り、住みよいまちづくり

を行う団体として、平成15年度に南比都佐地区安全なまちづくり協議会を立ち上げ

られました。 

 町内各地区におきましても、郷土を犯罪から守る取組の中で住民参加と協働によ

る防犯活動を推進する機運が高まり、平成16年度に鎌掛地区、平成17年度必佐地区、

平成18年度日野地区、平成19年度には東桜谷地区と西大路地区、平成20年度に西桜

谷地区が設立されまして、日野町の各地区に自主防犯団体が組織されたという経過

でございます。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 丁寧なご説明でよく分かりました。 

 その頃、県内で多分大きな事件もあって、全県的な動きにもなったのかなと思っ

たりもしているんですが、安全なまちづくり協議会を今回例に挙げさせてもらった

のは、日野地区で設立された時期というのはちょうど私が地域のいろんな活動に関

わり出した頃とかぶっていまして、組織の立ち上げにいろんな関わったこともあっ

て、その経験から団体の抱える問題点を拾いやすいという事例であるということに

考えたからで、ご了解いただきたいんですが、その上で、日野地区で安全なまちづ

くり協議会が成立されたきっかけというのは、もともとは日野小学校から当時の日

野地区の区長会につくってくれへんか日野地区にも、という依頼があったと思って

いるんですが、学校教育課はそのことは把握しておられますか。 

議長（杉浦和人君） 教育委員会教育次長。 

教育次長（望主昭久君） 今回の一般質問の内容につきまして、日野小学校の安田校

長先生等に聞かせていただきました。今おっしゃったとおり、平成15年には南比都

佐のところでも安全なまちづくり協議会ができておりますので、子どもたちの見守

りということの中ではそのようなことが自然発生的というか、それと県下で起こっ

ている事件・事故についてのご心配からそのようなことが、書面として確実に残っ

ているものでございませんが、そのような動きがあったのかなということは聞かせ

ていただいております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） なるほど。そのような動きがあったんだと思うですね。あった

んです。あったんですが、最初に日野地区の安全なまちづくり協議会はどうやって

できたんですかみたいなことも聞くのに、いや、学校教育課じゃなしに住民課に聞
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いたのは、これは私が、これ防犯活動やから、ひょっとしたら担当窓口は住民課と

違うかなと思って聞いたんですが、そういう理解でよろしいんでしょうか、改めて

確認させて下さい。安全なまちづくり協議会、防犯パトロールの窓口担当は住民課

でいいんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 住民課参事。 

住民課参事（奥野彰久君） 防犯の担当課はどこですかというご質問につきましてで

すが、防犯の担当は住民課ということになります。不審者情報等を町内の小学校や

東近江警察署などから受けたときには、「日野め～る」とか地域の安全なまちづく

り協議会に情報を伝達し、関係機関と防犯活動の連携を図っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） よく分かりました。今お聞きしていることというのは問題提起

の１つ目なんです。つまり、最初のきっかけって、学校から、つまり行政から頼ま

れた。頼まれたのに、実際動き出したらもう行政の姿が見えんかったんです。だか

ら、住民課のほうが担当窓口やと意識している安全活動員ってほとんどいはらへん

のちゃうかなと思います。会長さんぐらいかな、分かったはるのは、やと思います。 

 万が一の場合の相談窓口がどこかというのもはっきりせんままで、安全活動員さ

んは防犯という公共公益的な活動をしていただいているんですけども、その上で次

の問題なんですが、ご承知のように、主なものは小学校の下校時の防犯パトロール

ですよね。これ極めて極めてルーティンな活動です。 

 本当に週２回、同じ時間に同じように同じコース回っている、極めてルーティン

な仕事でもあるにもかかわらず、協議会には会計処理があって、総会があって、会

議の開催準備とかがあって、そんな運営事務が結構あるんです。住民課にお聞きし

ますが、これ余計な仕事やと思わはらしませんか。 

議長（杉浦和人君） 住民課参事。 

住民課参事（奥野彰久君） ただいま、いろんな防犯活動の取組の中で会計事務等が

あるということで、ご負担もあるというようなことでございますが、やはり防犯活

動に際しまして、いろんな、日野町には防犯自治会という組織もあって、こちらの

ほうからも交付金のお金を出させていただいていたり、また、各地区におきまして

も自主的にお金のほうを集めていただいていることもありますので、そういうとこ

ろにつきましては、そういう事務については必要になってくるかなというふうに思

っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 日野地区の安全なまちづくり協議会には事務局長という役職が

あるんですよね。文字どおり事務の仕事を一手に受けてはるんですけども、もう受

け手がないとかということで、この前はくじで決めたという話をされていました。
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くじででも受けてくれたらまだいいんですが、今後それも難しいのかなと思います。 

 そもそもそういう、いくらお金の出入りがあったとしても、それも含めて、パト

ロールしている本人たちから負担をなくす、そういう運営事務の在り方もあるのに

なと思っていることが２つ目の問題提起なんです。そんなやり方はあるかと思いま

すよ、考えていけば。 

 その安全活動員ですが、これも区長さんが人選の役目を負っているというところ

が多いんですけども、安全活動員、車の運転もせなあかんし、平日昼間ですよね。

特に難しいんです、選ぶのが、人選が。そこに加えて日野地区では区長さんにもパ

トロールの割当てが当たるんです。年１回か２回ですけども、割当てが当たるんで

す。 

 総務課に伺いますが、小学校区のパトロールというのは区長さんの仕事の守備範

囲ですか。 

議長（杉浦和人君） 総務課長。 

総務課長（藤澤 隆君） 区長さんという、区の業務という部分では違うと思うんで

すけども、中にはお子さんとかそういった、自分の区におられるお子さんとかの安

全を守るという意味で、それをどの範囲まで安全を守るかという、業務の中では１

つの中にあってもいいのかなというふうに思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） そうですね、自分の区の中だけやったらそういうのもありやと

思いますが、小学校区全体をパトロールするというのはどうなのかなということで

お聞きしたんですけども。 

 日野地区はもともとさっきお聞きした経緯があって、最初、学校から教育委員会

から依頼されたのが区長会やったから、その責任上で区長も一緒に回るわという慣

習が、あんまりそのことも多分伝わっていないでしょう、今頃、十数年、ずっと今

でも続いているという状況なんですが、何回もこれはお話ししたように、役員の人

選ということも含めて、区長さんにちょっと負担かけ過ぎちゃうかということが３

つ目の問題提起です。 

 ４つ目の問題提起は、１問目でも出てきた公民館との関係なんですけども、その

前に公民館のことで前提になる点を住民課に教えてほしいんですが、日野地区では

安全なまちづくり協議会は、事務所は日野公民館で防犯パトロールは公民館車を使

うてはるんですが、ほかの地区の状況はどうでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 住民課参事。 

住民課参事（奥野彰久君） 巡回に係るパトロール車の状況ですけども、南比都佐地

区におきましては、自分のところで助成金を利用しながら独自の防犯パトロール車

をご用意いただいています。あと、東桜谷公民館のほうでは公民館車を利用して防
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犯パトロール車を用意していただいています。 

 あと、日野地区以外の事務局ということでございますが、地区によって様々でご

ざいまして、鎌掛地区等においては公民館ではなくて、その団体の中で事務局を直

接持っていただいているところとか、地区によって事務局の所在というのは様々に

なっています。 

 それと、申し訳ございません、もう１つ必佐地区で、必守会さんのほうで公民館

車をパトロール車として使っていただいています。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 全部公民館が事務所じゃないというのも今初めて知りましたの

で、これ聞いてよかったなと思います。 

 ただ、日野地区の場合は公民館ですし、ほかにも公民館の場合もあるし館車を使

っている場合もあるということですから、１問目で言った福祉分野、それから、今

言っている防犯、そのほかには、最近、地域で防災ということが関心が強いですよ

ね。 

 そういうことも含めて、これ１問目の続きなんですけど、生涯学習課に伺うんで

すが、全部、社会教育法で言うたら、仕事上で言えば、組織上で言えば、公民館の

仕事の外になってしまうんですが、１問目で、地域の課題は全部広く捉えるんやと

いう話も伺いました。その前提で伺っていくんですけども、第６次総合計画の案の

基本計画には、公民館の取組として地域コミュニティーの拠点づくりと書いていま

すよね。公民館を地域コミュニティーの基地にするという考え方は15年前の自立の

まちづくり計画のときからずっと言われていますよね。 

 ただ、現在の公民館側の仕事の体制はいまだにそれには程遠いと思うんです。社

会教育法は、さっき生涯学習課長がおっしゃっていたように、柔軟に解釈して、広

げて、今の時代に合わせて捉えたらいいと思うんですが、公民館の機能を名実とも

に地域コミュニティーの拠点に強化するべきだと思っているんですが、改めて考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（吉澤増穂君） 山田議員から、公民館を地域コミュニティーの拠点に

ということで、今回の第６次の総合計画の中でも、公民館を中心とした社会活動へ

の参画と地域づくりという部分の中で掲げさせていただいているところでござい

ます。 

 先ほどの質問の中でもありましたように、地区社協の活動であるとか、今ござい

ました安全なまちづくり協議会の活動の部分でありますとか、そういった部分につ

いて、日野町の公民館活動という中で、こういうこれまでの歴史的な経過からいた

しまして、社会教育だけでなくて住民活動の拠点として、公民館が住民主導型の公



3-25 

民館活動の中で展開されてきたと、これが日野町の７つの公民館活動として特色あ

る活動と言われているゆえんかなというふうに思っております。 

 今後、幅広い世代や自治会に加入されていない住民の方々の活動もいろんな形で

求められているというふうに言われてございますので、誰もが気軽に立ち寄れて、

時代のニーズに合った公民館づくりをしていく必要がある中においては、公民館活

動はまさにそういった、皆さん方のよりどころであるというふうな部分は必要かな

と思っておりまして、これまでも、今おっしゃいました十数年前からというふうな

お話もございますけれども、公民館の活動の起こりといいますものが、日野町内で

はそういう集いの場であることからいろんな活動ができてきたというふうな部分

でございますので、今後もそれを引き継いでいく形で、より一層深められたらいい

のではないかというふうに思っております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） ありがとうございます。基本的な教育の場ということを基本に

残しながら、置きながら、時代のニーズに合わせてということで、本当に心強いご

答弁を頂いたと思うんですが、ここ最近、公民館とか生涯学習課の雰囲気が変わっ

てきたなと思ったりもしているんですけども。 

 では、もう１つ公民館、生涯学習課に伺うというか、これは提案になるんですけ

ど、総合計画案の基本計画案にはもう１つ、公民館単位の地域づくりということも

書かれたと思うんです。一昨年の９月議会の一般質問でお聞きしたことなんですが、

１つの地区の地域づくりだけでは日野町にとっての問題課題は出そろわないです

よということをお話ししました、一昨年９月に。 

 つまり、地区公民館単位だけではまちづくりは完結しないということなんですけ

ども、そのときに、全町的な課題を集約して相互補完と連携を図るための中央公民

館が必要じゃないですかとお聞きしたんです。そのときの町長、執行側、当時の町

長のご答弁は、既存の役場組織でやります、できますというご答弁を頂いたんです

が、改めて生涯学習課の考えをお聞きしますが、本当に既存の役場組織で対応でき

ますか。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（吉澤増穂君） 今、以前の質問の中での中央公民館としての位置づけ

がどうかというふうな部分をご質問いただいております。 

 現時点で、日野町の公民館設置条例の中では、各地区７館の地区公民館と全町を

カバーする意味での、館のない機能としての中央公民館というのを設置させていた

だいております。この部分で、現時点においては社会教育活動を進めていくための

機能として、全町民の方々に対しての社会教育活動を進める部分としての中央公民

館というのを設置していると、こういう部分でございます。 
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 これ社会教育法に基づく形で設置しているというものでございまして、今おっし

ゃいました部分については、地区公民館単位の課題などだけでは済まないものを７

地区で統合して、町域の中でしてはどうかというようなお話だったかなというふう

に思いますけれども、ただ、現時点で考えられる地域課題といいますものは、日野

町、広いようで狭いような地域の中で、７つの地域がそれぞれの活動を独自でして

きているというのが歴史的背景でございますし、今後もそういう形が続いていくと

いう中でございますし、自治会単位の課題の解決の方法もありますし、公民館単位

での地域課題の解決というふうな部分も今後出てくるという中においては、その単

位ごとで一定、課題の解決に向けた話合いであるとか活動というのが今後も進んで

いくべきものではないかなというふうに考えております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） お聞きしたことの答えにはならなかったのかなというふうに感

じはしますけども、残された時間もだんだん迫ってきていますので、もう進めます。 

 私はもし既存の組織で考えるんやったら、思い切って生涯学習課が教育委員会部

局だけじゃなしに町長部局のそれこそ地域課題、もう全部ひっくるめた地域コミュ

ニティー全体の窓口機能になったらいいのになと思っているんです。 

 もともと生涯学習課が担当してはる芸術とか音楽とか文化活動、あるいはスポー

ツとか、そういうものは町民の活動ですし、一定のコミュニティーを相手に事業を

されていますよね。それやったらその部分をもっと拡大していって、あらゆる分野

での住民コミュニティーの窓口を一元化して、生涯学習課が、言うならばコミュニ

ティー振興課みたいな、そんな大胆な発想をされてもいいんじゃないかなと思った

りはしています。 

 文化活動とかスポーツとか、そういう共通の楽しみで集まったはるコミュニティ

ーも、もう一方、地域づくりのためのコミュニティーも、そこで窓口で交わること

によって、さっきの正木課長の話じゃないけど、交わることによって何か新たな化

学反応がそこから起こっていくんじゃないかなということも期待しますので、これ

は提案ですので、答弁は結構です。 

 もう１つ提案させていただくと、私は、地域コミュニティーの再編を考える場合

にはエコミュージアム構想も一緒に組み込んでやっていくと、動機づけとか達成感

という意味ではやりやすい効果があるんちゃうかなと思っています。 

 これも取り上げていくとそれだけで長くなるので提案にとどめておくんですが、

１つだけ、文化懇談会がエコミュージアム構想を要望してはりますよね。取りあえ

ずあの要望に対してはどうしようとしたはるのか、今の時点の考え方だけ教えて下

さい。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 
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生涯学習課長（吉澤増穂君） ただいま、文化懇談会さんが町に対してご提案いただ

いておりますエコミュージアム構想についてということでご質問いただきました。 

 現時点におきましては、いろんな提言を頂いている中で、文化財等を取り巻いた

状況を今後日野町としてどのように進めていくかということを、文化財の保存活用

地域計画というものをつくるような文化財保護法の中での制度がございまして、こ

ちらのほうを今後日野町としても定めていく方向で検討させていただいておりま

して、その計画を定めていく中でいろいろな方のご意見を頂戴しながら、今のご提

言いただいている計画なども含めた中で検討していきたいなというふうに考えて

おります。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 分かりました。ありがとうございます。エコミュージアム構想

の中の文化財の保存というところに取りあえず軸足を置いてということだと思う

んですけども、構想はもう１つ、地域づくり、まちづくりというソフトの部分もあ

りますので、そちらもぜひ検討いただければと思います。 

 ところで、総合計画案の同じ分野には、市民活動各団体の活躍のための仕組みづ

くりという取組が書かれていて、そこにＮＰＯという表現が出てきますよね。この

表現は恐らく自発的に立ち上がったコミュニティー活動を指しているんだと思う

んですが、日野町はＮＰＯ法人とか一般社団法人とか法人格を持つ団体が少ないよ

うに感じているんですが、実際のところはどうなのか、企画振興課に教えていただ

きたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（正木博之君） ありがとうございます。町内のＮＰＯ団体であります

とか一般社団法人の現状についてでございます。町内で活動されているＮＰＯ法人

も一般社団法人等につきましても、それぞれ４団体程度かなというふうに認識して

おりますので、法人格を持つ団体というのはさほど多くないかなと思います。 

 ただ、法人格を持たない、いろんなお取組というのは、少しずつでありますが、

最近増えてきているのかなという認識でおります。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） 何で法人格を持つようにお勧めするかというと、１つは契約の

ときに法人じゃないとなかなかまずいことがありますよね。それと、補助金によっ

ては法人じゃなかったら受けられへんという補助金も結構ありますよね。そういう

必要性からなんです。 

 日野町役場は割とこれまでそういうことに無頓着やったんちゃうかなと思って

います。例えば、例えて言うなら、日野駅のこうけん舎さんですけど、こうけん舎

は私が法人にしたらどうですかとお勧めして、町長も経緯はご存じだと思うんです
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が、お勧めして法人登記のお手伝いもして一般社団法人になったという経緯がある

んですけど、それはなないろの委託契約があるかもしれんと可能性を考えたからな

んです。でも、実際には任意団体の観光協会に委託されましたから、全て万事そん

な感じですかね、だと思います。 

 今後はそういう法人化ということもちょっと気にはかけていただいて、ただ、そ

れはきっかけなんです。最初のきっかけ。そうした立ち上げのアドバイスのきっか

けです。それをきっかけにして、動き出してからは様々な支援体制、サポートがあ

りますよね。ＳＩＢもあるかもしれません。そうしたもので行政が用意していただ

いて関わっていって、そしてさらに、その相談窓口が、さっきもちょっと触れまし

たけど、役場の中で一元化されていたら、町として戦略的に地域コミュニティーの

活動全体の輪を広げていくことができますよね。できますよね。 

 あっちの活動、こっちの活動の結果だけ拾い上げてやっていたら、なかなか町と

してのアイデンティティーにはならないと思うんですが、企画振興課はどう思われ

ますか。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（正木博之君） いろんなお取組を、今はどっちかというと、結果とい

うか動いたところに町が情報を頂きに行くというようなところが、後手と言うてい

いかどうかよく分かりませんが、共有させていただいて、その情報でつながせてい

ただくということが多いのかなと。 

 そういう意味で言いますと、山田議員おっしゃったように、窓口が一元化できる

かどうか、組織の体制もいろいろある中ですが、もうちょっと集約的に町のほうか

らもしっかりとそういう相談ができる窓口というのが必要ではあると考えており

ます。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） ありがとうございます。ぜひ前向きに検討して下さい。 

 まとめにかかります。最初に申し上げたように、一言で地域コミュニティーの再

編と言っても、かなり大がかりなプロジェクトで時間もかかるとは思うんですが、

しかし、お話ししたように、現行の町内の地域コミュニティーの未整理の部分が結

構残されている中で、社会環境の変化で負担感が増している。近い将来のどこかで

これ、持続できなくなるおそれがありますですよね。 

 去年までの行政では、これといった、このことについて対策というのは講じられ

てこなかったように見えるんですが、今年は新たな総合計画が始まる、そしてまた、

幾つかの個別計画も同時に始まる。絶好のタイミングではないかと思います。 

 また、地域コミュニティーの、これは提案なんですが、再編に取り組む期間は５

年間をめどにしてやっていったらどうかなと思っています。なぜなら、総合計画の
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将来像で言う時代の変化は、超高齢化社会を目前に、もう余裕がなくなってきてい

ます。もう2025年もあと４年ですし。それに加えて、総合戦略もつくらはりますよ

ね。総合戦略、それから総合計画の基本計画、それから、そのほかの各種個別計画、

大体５年ぐらいが１つのめどとして見ていますですよね、５年前後ぐらいで。 

 そういうことを考えたら、１つの区切りとして５年でやっていくというのを１つ

めどにしていただいて、さらに、その中の最初の２年間は、本当に地道にベースの

ところから、問題点の把握、分析、それから課題の抽出、整理というとこから２年

間やって、その上で残りの３年間で再編の計画づくりをやっていくと。何より大事

なのは、たくさんの当事者がいらっしゃいますから、ステークホルダーがいらっし

ゃいますから、そういった方とのコンセンサスづくりをしながら、コンセンサスの

できたところから順次取り組んでいくというようなことをしたらどうかなという

ことを提案させていただきたいと思います。 

 さらに、こういう一連の取組の中心には、これ去年の９月の一般質問で提案させ

ていただいたんですが、職員プラス外部人材のタスクフォースみたいなものを設置

してほしいということを去年の９月に言いました。これは昨日の質疑で山本議員か

らの質疑に答弁された、仮称の政策連携会議ですか、みたいなもののコアの部分に

なるかもしれないし、言い方を変えたら、分野ごとにいろんな専門的な取組をされ

る、それをつなげる１つのディレクションみたいな機能のタスクフォースみたいな

ものが必要なのかなと思っています。それも再度提案させていただきます。 

 その上で、最後に町長にお聞きしたいんですが、地域コミュニティーの再編、大

変ですけども、ぜひ町政の優先課題として置いていただいて、真剣に着手していた

だくようにお願いしたいんですが、お考えはいかがでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 町長。 

町長（堀江和博君） ただいまは山田議員さんのほうから、１問目も含めて、地域コ

ミュニティーの大変大切なご質問、ご意見を賜ったところでございます。 

 人口減少や少子高齢化が進む中で、地域コミュニティーの在り方を考えていくと

いうことは大切なことでもございますし、私自身も課題意識というものは当然持っ

ているわけでございます。 

 この第６次日野町総合計画の１年目となります新年度には、このような状況も踏

まえつつ、町の将来を見据えた種まきとも言える予算編成をさせていただいたとこ

ろでございます。 

 役場行政はもちろんですが、この町に住まれる皆さんや、これまでまちづくりに

主体となってきていただいた皆さん、また、これからこの町で何かに取り組みたい

と思っておられる方々など、幅広い主体の皆さんとともに、これまでの先人の皆さ

んが築いてこられた地域コミュニティーを大切にしつつ、これからの時代に合った
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地域コミュニティーをつくり上げていく、また、その在り方を考えていく必要があ

ると考えております。 

議長（杉浦和人君） 山田人志君。 

８番（山田人志君） もうこれ以上の質問はしませんが、私は日野町で地域コミュニ

ティーの再編に手をつけないままでいると、ひょっとして地方創生で、どんだけほ

かのとこで頑張っても全国の平均点も取れへんのちゃうかなと、そんな気がしてい

るんです、これをやっとかんと。 

 地域コミュニティーの再編は、何度も申し上げたように、本当に大きなプロジェ

クトになるかと思いますが、大きな予算を使うわけではないですよね、決して。こ

れは先人たちが培ってきた伝統を土台にして、時代の変化に合った地域コミュニテ

ィーの再編を実現するということは、大きな予算を使わずとも、小さな町の機動性、

柔軟性を生かしながら、それこそ進取の気性による日野町らしいまちづくりの根本

になるのではないかなと思っていますので、ぜひぜひ真剣にお取り組みいただくよ

うお伝えして、今回の私の質問を終わります。 

議長（杉浦和人君） 次に、３番、髙橋源三郎君。 

３番（髙橋源三郎君） それでは、事前通告に従いまして、私からの、分割方式で２

問質問をさせていただきます。よろしくお願いします。 

 私の質問の１つ目につきましてですけども、これは議会の開会日に町長の挨拶と

提案説明の中で既にその回答となるような発言もいただいているわけですけども、

その回答と重複するかもしれませんが、私がこの質問を提出したのは、議会の開会

日よりも前に提出しています関係でこうした質問をすることになったわけですけ

ども、その点ご了解をよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、１つ目の質問をさせていただきます。コロナ不況による財政赤字への

対応をどうするかという質問です。 

 法人町民税や個人町民税を納付する予定の企業や会社、そして、商店、飲食業、

個人等において、今回、新型コロナウイルス感染防止対策によって、休業とか営業

自粛、あるいは時短要請等が行われまして、本来納税されるはずの町民税が大幅な

税減収になることがほぼ確実視されているところです。現に、当町におきましても

法人町民税の当初予算が、９月議会において２億1,200万円の大幅な減額補正が行

われているところでございます。 

 その一方で、企業や会社、商店、飲食業、個人等に対して、休業や営業自粛、時

短要請等に応じた事業者に対して税金を投入して、補助金や協力金、支援金等を出

しているわけでございますけども、このように収入が減る一方で支出が増えれば、

当然、財政赤字が生じることは誰の目にも明らかなことであります。 

 １軒の家においてもこの道理は同じであって、収入が減って支出が増えれば家計
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は赤字となってくるということでございます。このような状況の中で、コロナ不況

が１年で終息に向かえば、その後の努力によって財政的には何とか持ち直すことが

できると思いますけども、もし、コロナ不況がこのまま２年３年と続いた場合、経

済は大変な苦境に陥り、経済恐慌に発展する可能性も考えられるわけでございます。 

 もしこのような状況が本当に現実化してきた場合、町行政としてはいかなる対策

を講じ、その難局を乗り切っていかれるのか。また、その後も経済的な後遺症が残

ると考えますけれども、この場合はどのようにしてそれを克服されるのか、想定で

きる範囲内で結構でございますので、当局の考えがありましたらお答え願いたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

議長（杉浦和人君） ３番、髙橋源三郎君の質問に対する町長の答弁を求めます。町

長。 

町長（堀江和博君） ただいまは高橋議員さんのほうからご質問を頂きました。お答

えをさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症による経済不況への対策についてご質問を頂きまし

た。 

 国では国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策が閣議決定を

され、コロナ禍における経済危機に対しては、そうならないよう、国の役割として

適切な経済対策が講じられると見込んでいるところでございます。また、当町の財

政状況に大きな影響を与える地方財政計画におきましても、国の新経済財政再生計

画において、令和３年度の地方の一般財源総額については実質的に同水準を確保す

る旨が記載されており、コロナ禍にあってもその内容は一定維持され、その上で国

の補正予算等が講じられているところでございます。 

 コロナ禍における不況に対しては、国の交付金や減収補填債等、コロナ対策とし

て措置された財源をしっかりと活用するとともに、このような不測の事態に備えて

これまで積み立ててきた財政調整基金を活用し、必要な施策を積極的に前進させる

ことも必要であると考えております。 

 当町におきましても、引き続き国の動きを注視しつつ、緊張感を持った財政運営

に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 髙橋源三郎君。 

３番（髙橋源三郎君） ご答弁ありがとうございました。答弁の趣旨はよく分かりま

した。しかしながら、国からの交付金等を頼りにするのは当然必要なことですし、

大事な要素でもございます。しかしながら、国自体も無制限にお金があるわけでは

ありません。国債の発行も日銀が無制限に引き受けられるわけではありませんし、

このコロナ不況が２年３年と続いた場合は、必ずどこかで限界が来ると私は思って

います。 



3-32 

 それで、今私が一番危惧していることは何かといいますと、コロナウイルスの変

異種、変異ウイルスが再びはやっているということです。せっかくコロナのワクチ

ンを開発しても、この変異ウイルスがこれから猛威を振るえば、せっかく開発した

ワクチンが効かなくなるという可能性も出てくるわけでございます。現にそういう

ことはテレビのニュース等で放映されているんですけども、結局、このコロナワク

チンの開発と次に出てくる変異ウイルス、ひょっとして、これとのいたちごっこが

続くのではないかと私は思うわけでございます。 

 もし、このような状況になったときに、国とか地方自治体が振り回されかねない

ような状況が出てくるのではないかと私は危惧しているわけでございますけども、

そういう意味でも質問をしたわけですけども、今後予算を組むときに、新年度予算

にしても補正予算にしても、歳入と歳出という問題があるわけですけども、非常事

態だ、あるいは非常事態宣言が出されたと言われるときであっても、やはり歳入と

歳出に関しては慎重にも慎重を重ねて議論していただきたいというふうに思うわ

けです。 

 これどういうことかというと、支出をする場合は一定の歯止めが要るということ

で、無尽蔵にコロナだからといってお金を支出するのは私はよくないと思います。

一定歯止めをかけないと、もう際限なく出ていきますので。そういう意味では、財

政が破綻しないように、本当に慎重にやっていかないといけないというふうに思っ

ていますので、この点につきましては十分お願いを申し上げまして、この質問につ

いてはこれで終わらせていただきます。 

 それでは、２つ目の、少子化問題とその抜本的対策についてということで質問を

させていただきます。 

 国内における今年の新成人の数は124万人と言われています。これは今日の日本

の人口１億2,700万人のほぼ１パーセントにあたるわけでございますけども、また、

一昨年、2019年、出生者数は86万5,239人と言われていて、今年の新成人のほぼ70

パーセントにあたっているわけです。昨年の出生者数はまだ正確な数字は公表され

ていませんけども、過去の数字から予測しますと、約83万人ぐらいになるというこ

とで、やはり減少しつつあるということがこの数字で分かるわけでございます。 

 団塊の世代と言われる方が、昭和22年、23年、24年生まれでおられるわけですけ

ども、この人たちは年間267万人から269万人ぐらい毎年生まれていたということが

数字として出ています。この数字と一昨年、2019年に生まれた子どもの数86万5,239

人とを比較しますと、団塊の世代の人たちの１年間に生まれた数の約32パーセント

ということで、本当に３分の１まで減っているということが分かるわけです。 

 これだけ減ってきているということで、もし今後、生まれてくる子どもの数がこ

のまま減少し続けた場合に、国はもちろんですけども、日野町においても最重要課
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題として取り上げて、この問題解決に向けて予算も確保し、その対策に乗り出さな

ければならないのではないかと思うところです。 

 そこで、何点か質問させていただきます。 

 まず、１点目としましては、日野町における団塊の世代の人たちの、昭和22年生

まれの人の現時点での人口と、今年新成人になられた人の人口、そして、昨年、2020

年１月１日から12月末までに生まれた人、そして、一昨年の2019年１月１日から12

月末までに生まれた子どもの数について教えていただきたいと思います。 

 ２点目としましては、日野町において少子化が国のレベル以上に進んでいると思

われますが、１点目の質問の結果を踏まえて、日野町としてこの状況をどのように

受け止めておられるのか伺います。 

 ３点目として、今、総合計画を策定されましたが、こうした極端な少子化の現実

を踏まえて、総合計画の人口推計と出生者数を今後10年間どのように考えておられ

るのか。 

 そして、４点目としましては、これ以前にも質問した経緯があるんですけども、

少子化対策の出発点となる独身男女の出会いの場の創設について、行政は今まで以

上に力を入れてこの問題に取り組む必要があるのではないかと思うんですけども、

先進地事例等があるかと思いますので、そうしたところの事例も踏まえて、何か日

野町として秘策があるのかどうか、その辺をお伺いしたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（正木博之君） ただいまは少子化問題についてご質問を頂きました。 

 まず、１点目の昭和22年生まれの人口は、令和３年３月１日現在で309人でござ

います。次に、平成12年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた今年の新成

人の数は、令和３年３月１日現在で219人でございます。そして、令和２年１月１

日から12月31日までの出生数は144人、平成31年１月１日から令和元年12月31日ま

での出生数は142人となっております。 

 次に、この状況をどう受け止めているかについてですが、全国的に少子高齢化が

進む中、日野町にありましてもその例外ではない状況であると認識をしております。 

 次のご質問でございますが、第６次日野町総合計画の人口の将来展望では、国立

社会保障・人口問題研究所の平成30年３月の推計値で、2030年の人口は１万9,004

人となっております。町が示す将来展望人口では、若者の定住化やＵＩＪターン、

出生率を上げることにつながるような施策を講じることで１万9,799人とし、合計

特殊出生率を1.80パーセントとすることとしております。 

 最後にでございますが、少子化対策としての男女の出会いの場の創出についてで

すが、独身の男女が出会う場に対するニーズは全国的な傾向として高まっていると

認識をしております。そのため、民間のマッチングアプリやＡＩを活用した婚活ビ
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ジネスなどは、コロナ禍もこの中も相まって急成長しているという話を伺っており

ます。 

 しかしながら、結婚や出産を支援することの本質は、安心して子どもを産み育て

る環境や経済的自立の仕組みを充足させることにあると考えております。そのため

には、地域全体で子どもを育てる風土であったり、男性も女性も安定した収入が得

られる雇用の充実など、社会全体で少子化に向けた取組が大切だと考えております。 

議長（杉浦和人君） 髙橋源三郎君。 

３番（髙橋源三郎君） ご答弁ありがとうございました。日野町の合計特殊出生率を

1.80パーセントに上げるような施策を講じていきたいとの答弁を頂いたところで

ございます。 

 ここで１つ確認なんですけど、合計特殊出生率というのは、パーセントという単

位が本来はつかないというふうに思います。先ほど1.08パーセントというふうにお

っしゃいましたけど、１組の夫婦が2.0ですので、その夫婦から1.8人の子どもが生

まれるという意味ですので、1.80パーセントではなくて1.80という表現のほうが正

しいのではないかと私思いましたので、その辺だけ前提として再質問させていただ

きたいと思います。 

 昭和22年から24年までの間に生まれた人を団塊の世代というわけですけども、こ

れは戦後のベビーブームのときの数字なので平時としては比較するのには統計的

に好ましくないというふうに私は思っています。私は日野町民の中で今年成人した

人の数、これは先ほど答弁がありましたように219人というふうにお聞きしていま

すけど、それと令和２年中に生まれた子どもの数が144人というふうに聞きました

ので、この２つを比較してみますと、少子化の進み具合が計算として出てくるわけ

ですが、そうすると、令和２年に生まれた子どもの数は今年成人式を迎えた人の数

のちょうど66パーセントになりまして、３分の２というふうになるわけです。20年

間で出生者の数が３分の１減ったということは、やはり現時点でも少子化がかなり

進んでいるということはこの数字から見てとれるというふうに思います。 

 この少子化の原因がどこにあるのかということを私はいろいろ調べまして、実は、

日野町が作成している日野町人口ビジョンという冊子が目に留まったわけなんで

すけども、これは日野町の企画振興課が平成27年10月に作成して発行されている冊

子なんですけども、町の人口ビジョンという資料でございまして、これは管理職の

皆さんも、そして議員の皆さんも既に今お持ちの資料だというふうに思うわけでご

ざいます。私はコピーしか持ってないんですけど、こういった５ミリぐらいの厚み

の資料なんですけど、ここに非常に詳しいデータがいっぱい載っていまして、ここ

まで詳しいデータをよく調べられたなと、本当に感心して見せてもらっているとこ

ろなんですけども、このデータの８ページには各年ごとの国と県と日野町のそれぞ
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れの合計特殊出生率が載っていまして、日野町も、年によっては多少のぶれはあり

ますけども、国や県の数値とほぼ同じ状況となっています。1.3から1.5ぐらいです。 

 本当は、この資料を私も準備するとよかったんですけども、ちょっと準備してい

なくて申し訳ないんですけども、このグラフからすると、日野町の1.80という目標

が私は不可能ではないなというふうに思います。頑張れば1.8達成できるなと思う

んですけども、しかし、それまでには相当な創意工夫も必要ですし、新しいアイデ

ア、人口増、出生率を増やす新しいアイデアも必要になってくるというふうに思っ

ているわけです。 

 さらに、このデータの冊子の28ページを見てみますと、未婚者を対象としたアン

ケート調査が載っているんですけども、これは日野町のデータではなくて、国が調

べたデータです。少子化社会対策白書という平成27年版の国の資料のデータですけ

ども、ここに掲載されているのを町のほうは人口ビジョンの中でそのまま取り入れ

て載せておられるわけでございますけども、結婚を前提とした交際への不安に関す

るアンケートが実は載っていまして、交際をためらう理由として、独身男女に問わ

れているんですけど、大きく分けて８種類の理由があるというふうに書かれていま

す。 

 これは複数回答ですけども、その中で男女とも断トツに多いのが、こんなことを

書いているんです。そもそも出会いの場所がないという回答、これが女性で60パー

セントです。ちょうど60パーセント。男性で55パーセントという結果が出ています。

そもそも出会いの場所がないという。次に多いのは何かというと、男女とも、自分

には魅力がないと思っているという、これが30パーセントから40パーセントありま

して、３番目が、気になる異性がいるけども、どのように声をかけたらよいか分か

らないと、こういうことも20パーセント前後あるんですね。 

 そうしますと、結局このアンケート調査からも分かりますように、出会いの場が

ないということと、相手にどのように声をかけたらいいのか分からないという、そ

れが未婚の大きな原因ではないかということが分かってくるわけでございますけ

ども、私は以前から議会の質問で、男女の出会いの場の創出が必要ということを言

ってきたわけですけども、その理由がここにあるんですけども、そこで再質問なん

ですけど、このアンケート調査からすると、独身男女の出会いの場をもっと増やす

必要があるのではないかというふうに思うわけです。 

 日本国憲法では、結婚というのは男女の合意に基づいてのみ成立するとあって、

家族からの関係とか自治体とか親戚とか、そういうのは関係ないと言っているんで

す。男女の合意に基づいてのみ成立すると。ということは、私がこういう質問をし

ていても、本当は意味がないのではないかというふうに思うわけですけども、やは

り、意味がないのではなくて、男女の出会いの場を創設する必要があるというふう
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に思っています。 

 そういう意味で質問しているわけなんですけども、参加の呼びかけとか、広報の

チラシ等を通じてもっと行う必要があるのではないかと思うんですが、公民館に聞

きますと、公民館もこういう活動をやっているんやということで、西桜谷の公民館

が去年、2020年３月15日、イン日野、これは日野ゴルフ場で行われていますけども、

日野ゴルフ場で練習用のグリーンのところでパターゲームをされたと書いていま

して、私も行きたいなと思ったぐらいですけど、日野ゴルフでパターゴルフをやら

れたんですけど、その場でずっと、男女の出会い、15名ずつ30名が行われたという

ことで、カップルが成立したのかどうか、カップル成立はあったようですけども、

その後の詳しい追究はされていないので、その後どうなったかは分からないという

主事さんの返事でしたですけども、そういう意味では、こういうチラシを新聞折り

込みされてはないようですけども、やはり住民の方に周知徹底して、出会いの場の

声かけをする必要があるのではないかというふうに私は思っています。 

 特に、家族があまりやかましく言うと嫌がられるんですけども、独身男性、独身

女性が今、急激に増えてきていますので、やはりこういう、６割の人が出会いの場

がないとおっしゃっているので、やはり我々が出会いの場をつくってあげる必要が

あるのではないかということを思いますので、広報も活用して、こういった婚活の

チラシを出す必要もあると思いますし、人数制限なども15人ずつと言わずに、もっ

とたくさん、30人ずつぐらい募集されたらいいかと思います。 

 私自身も、この前も言いましたけど、三十数年前に結婚式場のクリスマスパーテ

ィーに行って、そこで家内を見つけたわけですけども、やはりそういう機会がなか

ったら、本当に出会うときがないですので、やはり我々がこういった出会いの機会

をつくってあげないといけないかなという、最近では特につくづくそう思いますの

で、町として、公民館任せにするのではなくて、行政として何ができるかについて、

もう一度、何か新しいアイデアがございましたらお答え願いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（正木博之君） 髙橋議員のほうから、少子化対策につきましての再質

問を頂戴いたしました。 

 まず、冒頭、町長の答弁、申し訳ございません。1.80パーセントと申しましたが、

1.80が正しいかと思います。訂正させていただきます。 

 それから、出会いの場の創出につきましてご意見も頂戴したところでございます。

先ほど町長の答弁の中でもございましたように、やっぱり出会いの場のニーズとい

うのは全国的に高いというような話で認識をしております。そういうニーズがある

と、求めているというふうに認識しておりますし、この人口ビジョンの27年度版少

子化対策白書の中の意識調査でも、そこのそもそも出会いの場がないというところ
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の数値が高いというのも認識しております。 

 ただ、そこに行政がどこまで出会いの場の婚活の事業を、いろんな出会いの場を

することが結婚と出産に結びつくのかというのは、よくよく考えていかんとあかん

なという認識はしております。と申しますのは、確かに出会いの場がないというア

ンケート調査には書きましたが、この人たちが本当に今の地域なり自分の住んでい

るところで結婚して出産を、子育てをしようかと思っているかということを言うと、

東京の婚姻率というのは低くないと思いますが、東京、首都圏に住んでおられる方

の出生率はかなり低いです。ここに原因がどこにあるかということを考えると、や

っぱりベースに必要なのは、若者が結婚をしようと思う経済的な状況であるとか、

安心して子育てをしようと思う土壌がないと、そのベースがないと、出会いがあっ

ても次のステップに結びつかないのかなと。 

 ですので、言い訳とは申しませんが、今の状況で若者の感覚の調査でいうと、そ

やねん、出会う場が、仕事が忙しいしないねんというふうに捉えがちな面もあるの

かなと思いますが、そういう面では行政も来年度も婚活事業を取り組んでまいりた

いと思いますし、公民館に限らず各地区や団体の婚活事業にも支援をしてまいりた

いと思いますし、役場としましても２市２町の広域婚活の事業を取り組んでまいり

たいというふうに思っております。 

 そういうところと両輪で、なおかつその土台となる、やっぱり子どもを産み育て

結婚してというところの、安心できるベースの住まいであったり、働くというやっ

たり、経済的な安心感、それから、女性も男性も仕事を持って働きながら子どもを

産み育てられる環境というのの、地域全体で育てるというところの本質的なところ

も一緒に考えていかなあかんのかなというふうに思っております。 

議長（杉浦和人君） 髙橋源三郎君。 

３番（髙橋源三郎君） ご答弁ありがとうございます。確かにおっしゃるとおりでご

ざいますけども、ぜひとも出生率1.80を目指して、行政の立場としても頑張ってい

ただきたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます。 

議長（杉浦和人君） 次に、12番、西澤正治君。 

12番（西澤正治君） それでは、通告に従いまして、２題、分割でお願いしたいと思

います。昨日の質疑で、ほとんど福祉保健課長がもう皆ご答弁いただいたと思って

おりますが、ひとつまた、一般質問は質問ですので、よろしくお願いいたします。 

 コロナウイルス感染症、第３波の鎮静化にあたってということで、ワクチン接種

についてお願いしたいと思います。 

 全国の医療従事者の方々の日々の努力によりまして、新型コロナウイルス感染症

第３波が鎮静化しつつあります。本当に医療者の皆さん方には感謝申し上げます。 
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 ２月には滋賀県に近い、大阪府、京都府、兵庫県の緊急事態宣言がもう解除され

ました。なお、関東１都３県の解除は３月７日の予定でございましたが、２週間の

延長によりまして、３月21日が解除の予定ということになっております。まだまだ

滋賀県内では連日感染者が報告されておりまして、日野町内でも今日までに24名の

方が感染されました。また、新しく感染力が強いと言われている変異ウイルスが全

国に蔓延しつつあります。県内でも昨日までに３件ほど例が出ているということで

もございます。全国民へのワクチン接種を終えるまで、感染予防には自らがいま一

度振り返りまして、気をつけたいと思いまして、行政の対応をお伺いいたします。 

 １つ目でございますが、ワクチンの医療従事者への接種はいつ頃から始まるのか、

お伺いいたします。 

 ２つ目に、ワクチンの町への配布の数量は把握されておるのか、お伺いします。 

 ３つ目には、高齢者への接種は４月中旬頃と報道されているが、そのように受け

止めさせてもらってもよいのか。 

 ４つ目には、かかりつけ医および個人開業医での接種は考えておられるのか。 

 ５つ目には、老人の接種会場までの交通手段はどのようになっているのか、お教

え願えればありがたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 12番、西澤正治君の質問に対する町長の答弁を求めます。町長。 

町長（堀江和博君） ワクチンの接種についてご質問を頂きました。 

 まず、１点目でございますが、滋賀県の医療従事者向けワクチンの第１回目の出

荷については、国から３月５日に５箱、３月８日の週に５箱が出荷されることとな

り、東近江圏域における医療従事者向け接種を行う施設として、近江八幡市立総合

医療センターには３月５日に１箱、ちなみに１箱は195バイアル入りでございます、

その１箱が配送されました。近江八幡市立総合医療センターでは３月８日の午後２

時から接種を開始されておられます。なお、バイアルとは、注射剤を入れた小さな

ガラスまたはプラスチックの容器のことで、現時点では１バイアルで５回分の接種

が可能でございます。 

 次に、２点目の、町へのワクチン配布量についてですが、県の配分として国が示

すスケジュールは、４月５日の週に２箱、４月12日の週に10箱、４月19日の週に10

箱が配送される予定となっております。これら22箱について、県では各市町の高齢

者比率で案分して配布され、日野町への配分量は４月12日の週にバイアル数として

70バイアル、350回分とされています。なお、今回の配分は２回打ちを前提として

いるため、人数にすると175人分が配分される予定です。 

 なお、令和３年２月24日の河野内閣府特命担当大臣会見では、４月26日の週から

全ての市町村に行き渡る数量のワクチンを配送したいとの発言があったところで

す。 
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 次に、３点目の、高齢者の方への接種時期についてですが、４月12日の週に70バ

イアルが配分される予定ですので、この配分されるワクチンから接種を開始したい

と考えています。ただ、集団接種を始めるにはワクチンが少量であり、４月26日の

週以降の配分スケジュールも未定であることから、高齢者の中でも限定的な対応と

ならざるを得ないと考えております。 

 次に、４点目の、かかりつけ医や個人開業医における個別接種についてですが、

現在のファイザー社製のワクチンは取扱いや保管条件などが厳しく、また、無駄な

く接種する必要がございます。今後、ファイザー社が示す取扱い等の条件の改定や

冷蔵での取扱いが可能なワクチンの承認によって、従来の予防接種と同様にかかり

つけ医や個人開業医で接種いただけるようになると考えておりますが、今後、先生

方ともご相談させていただきながら進めてまいりたいと考えております。 

 最後に、５点目の、交通手段の確保についてですが、現時点では公共交通機関や

ご自身での運転、ご家族による送迎、乗合せ等で集団接種会場にお越しいただきた

いと考えております。 

 また、ご自身やご家族等の都合もあることから、接種日については、平日だけで

なく土日祝日を含めて検討をしております。 

議長（杉浦和人君） 西澤正治君。 

12番（西澤正治君） 本当に、なかなかたくさんのワクチンが入ってこないというこ

とで、これは大変なことでございます。現状ではまだ確実なワクチンの入荷や日程

の調整がまだ分からないというような状態でもございます。今、現状では本当に、

細かな計画は立たないように思います。職員の皆さんも本当に難儀しておられるこ

とと、このようにお察しいたします。 

 町長の本当に今の細かい答弁を頂きましたが、ある程度の量が確保できてから、

このように集団接種を一体的にされてはいかがかなと、このように思います。やは

り、打てていない人、いろいろできますと不公平な状態になりますので、ある程度、

量が固まってから接種されたほうがよいのではないかな、もう今までになったら

少々ちょっとぐらい遅れても、えろうどうちゅうことはないので、ひとつそのよう

に、やはり、人件費の無駄にもなりますし、そこら辺はお考え願えたらありがたい

なと思います。 

 そして、もう１点でございますが、接種に際しましての模擬的な訓練などはされ

るのか、そこら辺もまたひとつお考え願えて、されるのかされないのか、ひとつお

願いいたします。 

 そしてからまた、高齢者の方が施設に入っておられる方はどうなのかなと。施設

へやはり出向いてされるのか、そこら辺もちょっと対応を分かればお願いしたいな

と、このように思います。うちらの地域でも施設へたくさん高齢者の方が入ってお
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られますので、ちょっとそこらも心配になりますので、よろしくお願いします。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課参事。 

福祉保健課参事（福田文彦君） 西澤議員より再質問を頂きました。 

 まず、デモンストレーション、模擬訓練でございますが、やはりこれはなかなか、

町としても今まで取り組んだことのない大きな事業でございますので、ぜひ模擬訓

練はやっていきたいなというふうには考えておるところでございますが、ちょっと

まだ日程的には決めかねておるというところもございますので、またその日程等も

調整、先生方とも調整をさせていただかなあかんというふうに思いますので、その

辺も含めて模擬訓練のことについては検討していきたいなというふうに考えてお

るところでございます。 

 あとまた、高齢者施設の入所者の方への接種についてでございます。確かに高齢

者施設の入所の方については集団接種にお越しいただくということはまず無理か

なというふうに思っておりますので、そこは施設の嘱託の先生がおられるので、そ

の先生方ともご相談させていただきながら接種のほうをお願いしたいなというふ

うには考えておるというところでございます。 

議長（杉浦和人君） 西澤正治君。 

12番（西澤正治君） 変異株というのが大変恐ろしい株で、感染率が非常に高いとい

うことでございますので、できれば変異株が蔓延するまでに皆さん方に接種できた

ら本当によいのになと思いますので、ぜひとも努力をしていただいて、ワクチンが

大量に入ってくるように、ひとつご努力をお願いしたいと思います。 

 ２点目に入らせてもらいいます。今度は今後の対応の指針についてということで

ございます。 

 昨年は３月から４月にかけて新型コロナウイルスの感染症が拡大し、小・中学校

が休校となりました。各種団体の総会や自治会の役員会、字内の神事・仏事までが

中止となりまして、縮小、延期となりました。自粛ムードが広まり、また、本年は

鎮静化に向かっている中で、集会や行事の開催、会食の機会も本当にないというこ

とでございます。今後の対応や町の指針をどのようにお考えかお伺いしたいと、こ

のように思います。 

議長（杉浦和人君） 町長。 

町長（堀江和博君） 今後の集会や行事等への対応についてご質問を頂きました。 

 新型コロナウイルスワクチンの接種がようやく日本でも医療従事者等から開始

され、今後、65歳以上の高齢者から接種が始まってまいります。しかし、ワクチン

総量が不足しており、当初のスケジュールからは遅れると考えており、集団免疫の

効果も不明でございます。 

 このような状況から、国や県の示す考えのもとで、現在の基本的な感染対策であ
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る、手洗い、マスクの着用、３密の回避、家庭内、職場での感染対策の徹底、会食

は感染対策をした上で、家族やふだん一緒にいる人と、などの徹底を図りながら、

地域行事を停滞することなく開催を頂きたいと考えております。 

 町では県内外や町内の感染状況に応じた対応を行いつつ、住民の皆さんに新しい

生活様式として引き続きお示ししてまいりたいと考えております。 

議長（杉浦和人君） 西澤正治君。 

12番（西澤正治君） 日野祭も早々に中止ということになりまして、今期も先がまだ

見えないまま４月を迎えようとしております。今日は日野中学校の卒業式というこ

とで、これだけあるだけでも幸いかなと、このように思っておるところでもござい

ます。 

 年度初めの総会など各字の行事が計画をされている中で、本当に行政で、もうち

ょっと、やめとけとかいう行政の指針が示されると、それぞれ字の役員している者

も気が休まるというか、責任をちょっとでも逃れるような感じをしておるところで

もございます。勇気を持って字の役員が判断できればよいのですが、それぞれほか

の会議などがいろいろ、総会などをされたりされなかったり、いろいろばらばらに

なりますと、字内でもちょっと収拾がつかないようになります。できれば目標を持

って、滋賀県が何人になったら動いても構へんというような目標を示していただけ

ればありがたいなと、このように思いますが、いかがですか、お伺いいたします。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（池内 潔君） ただいま、自治会等の寄り集まりであるとか、そうい

うことについての指針を町が示してくれへんかということやったと思います。 

 先ほど町長も申し上げましたとおり、基本的な感染対策を徹底してやっていただ

いた中で、地域の行事であるとか、総会も含めてですけれども、推進していただく

ということは、これは問題ないのかなと思いますが、その人の持っておられる感覚

によって、多少この感染対策の十分さというのが欠落している場合もあるというふ

うには認識しております。 

 ですので、地域の中で様々な方がお見えいただいていると思いますので、皆さん

がご相談いただいて、こういうところまでやればここまでできるのではないかとい

うとこら辺は、十分にお話合いはいただきたいと思います。 

 といいますのも、構成されているメンバーの方によっては、例えば民間の事業者

なんかにお勤めの方は、そういう会議に出席しては駄目だよというふうに言われて

いる会社さんもあるというふうに聞いておりますので、あまり無理して皆さんが寄

っていただくということを推し進めるというよりは、皆さんがお話合いいただいて、

どういう状況ならばできるのかなということを協議いただきたいなというふうに

思います。 
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議長（杉浦和人君） 西澤正治君。 

12番（西澤正治君） 地域でも十分に３密を避け、マスクをし、手洗いということで、

そのように徹底してまいります。どうか今後ともひとつ、早期に予防接種が、コロ

ナワクチンが打てるように、ご努力のほどよろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

議長（杉浦和人君） 次に、７番、奥平英雄君。 

７番（奥平英雄君） 本日最後の質問となります。よろしくお願いしたいと思います。 

 私のほうからは、12月にもちょっと言いましたけれども、今回また、よく似た質

問なんですけど、続いての質問なんですけど、町道大窪内池線（ひばり野～里口）

の道路についてということで、令和２年第７回定例会一般質問で、近江バス日八線

の路線変更について質問をさせていただいた中で、近江鉄道様から道路が狭いとい

う話が出ていました。 

 その中で、坂甚商店さんから大窪までは雨水排水工事ができてあり、狭い道路で

も、大型バスの往来でも道路の脇に寄り、道を譲ることができますが、ひばり野か

ら里口にかけては道路際に段差があり、大型バスの往来に道路際に寄ることができ

ない状況であります。また、そこの道につきましては、小学生、中学生、また、高

校生の通学路でもあり、自転車通学や、また、雨降りには傘を差されて通学をされ、

道路際の段差があるために際に寄れず、より道路が狭くなり、大型バスの往来を妨

げているのではないかと思います。このことから、町にお考えをお聞きしたいと思

います。 

議長（杉浦和人君） ７番、奥平英雄君の質問に対する町長の答弁を求めます。町長。 

町長（堀江和博君） ただいまは、町道大窪内池線についてご質問を頂きました。 

 町道大窪内池線のひばり野から里口地先については、ご指摘のとおり、水路が道

路際に存在し、段差が生じている箇所がございます。この区間については行政懇談

会等でも要望を頂いておりまして、整備が必要であることは認識をしております。 

 現在、滋賀県道路整備アクションプログラムにより県道や町道の整備を進めてお

ります。これらの整備効果を踏まえつつ、町内の道路事情を検証した町の整備計画

が必要ではないかと考えております。 

議長（杉浦和人君） 奥平英雄君。 

７番（奥平英雄君） この質問なんですけど、問題というか、上野田、里口、内池も

あるんですけれども、この質問は以前、谷議員、また、齋藤議員も多分出されてい

たと思うんですけれども、もう大分日がたっていると私は思うんです。 

 今、町長の答弁では、町の計画、必要ではないかと考えておりますという答弁で

したけど、藤澤さんがおられたときからも問題が出たったということだと思うんで

すけども、いつになったらされるのかなと。 
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 今回、私、昨日、後藤議員が質問されていました当初予算の中の16ページ、住み

たくなる都市、まちづくりですか、この中に路線バスの対策事業、これも掲げられ

ている中で、やはり、ここにも住民の意識の調査とかいろいろ書かれているんです

けども、これもっと早く何でしてもらえないのかなと。 

 以前も言ったと思うんですけど、私、今、毎日、たまたまなんですけど、バスが

行き来する時間帯に仕事へ行き、また、帰りもまた近江バスと出会うんです。その

たんびに通りにくい状況を毎回見ているんです。特に、２年前からこの問題が出た

ったという中で、上野田から今の里口、あそこに関しては、何でやろなと思うたら、

やっぱり今の路肩、避けやるときには各家庭の家の前に鉄板を敷かれています、そ

こに入り込まるんです、バスが来るたんびに。それがないとこはもう寄るとこがな

いんです。 

 そういう状態を毎回見て、また、ここに、小学生、中学生、高校生、この間も言

いましたけど、逆走する生徒さん。この間は、もう１つは中学生が飛び出しして逆

走して、３人ほどが、それもよっぽどちょっと私も注意しようかな思うたけど、逆

におられるので声もかけられなかったんですけど、女の方でしたけど、急ブレーキ

踏んでやられてびっくりされていました。 

 そんな状態のマナーの中でここにバスが来るということは、もう本当に問題なの

で、また考えますというか、もう今すぐにもしていただきたいような状態なんです

けど、これ今後、いつからかかられるのかお聞きしたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 建設計画課長。 

建設計画課長（髙井晴一郎君） 大窪内池線の改修の関係でご質問を頂きました。 

 この路線につきましては、議員おっしゃいますとおり、行政懇談会のほうでも必

佐地区からもいただいていますし、日野地区の上野田地区のほうからもいただいて

いるところでございます。 

 当然、改良が必要なことは、言われるように、十分分かってはおるんですけれど

も、なかなか改修については規模も大きい区になります。それから、バス路線でも

あるということからいろんなことが絡んで、なかなか今現在、大規模な改修の予定

までは立てられていないのが現状でございます。 

 当然、行政懇談会等で要望が出ていますので、部分的には改善のほうはさせても

らっているんですけれども、基本的には全線的な話になりますので、当然そこにつ

いては、部分的な補修でなく全体的に解消していかんならんかなというふうに思い

ます。 

 その中で、町長のほうからも答弁がございましたが、町のほうも道路の整備計画

というのは必要やなというふうに考えていまして、道路の整備計画といいましても、

大きな道路もあれば今みたいな改修工事もございます。その辺につきましては、町
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全体の路線、そこも、今、議員ご指摘の路線も危険ではございますが、ほかにもご

ざいますので、その辺も含めた形で全体的な検討を進めたいなというふうに思いま

す。 

 今、議員言われましたように、いつからかかんねんと言われても、申し訳ござい

ませんが、いつからという回答はさせてもらえないというのが現状でございます。 

議長（杉浦和人君） 奥平英雄君。 

７番（奥平英雄君） いつからかかるか言われてもちょっと分からないということで、

いや、おっしゃることは分かります。ここだけじゃないというのも、お金ももちろ

んかかります。 

 その中で、１つだけ聞きたいんやけど、雨水排水事業は上野田のとこら辺は、前

聞いたんですけれども、下に向かって左側は溝こがあって、地元の方にも聞くと、

そこに排水を流していると聞いているんですけど、右べらに関しては、裏に水を流

されていると聞いているんですけども、その辺は雨水排水事業は考えておられない

のか。それをすることによってまた溝こもなくなると思うんですけれども、その辺

ちょっとお聞きしたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 上下水道課長。 

上下水道課長（柴田和英君） ただいまご質問いただきました上野田のひばり野の交

差点から、今のご指摘の路線についての雨水排水の計画があるかどうかというふう

なご質問だと思います。そこにつきましては、うちの雨水排水事業の計画の中では、

そのひばり野の交差点から、町道北代線の入り口の三差路がありますね、約150メ

ートルほど。あの区間については一応、一定、令和８年度以降に計画を検討すると

いうような区間としてピックアップをしているような状況でございます。 

 しかし、実際の浸水のおそれとか危険度、また、交通事情によって、そこをする

のがどうか、適当かどうかというようなことについては、真に計画の実施をするこ

とが効果として高いかどうかというようなことは慎重に見極めをしていかなけれ

ばならないというような形でのピックアップをしているというような状況でござ

いまして、詳細な設計とかその辺はまだまだ今後の行方によるというような状況で

ございます。 

議長（杉浦和人君） 奥平英雄君。 

７番（奥平英雄君） 令和８年以降にちょっと検討ということで、もう質問できない

んですけれども、副町長、交通事情には詳しいということなので、かなり期待した

いと思うんですけど、ここに書かれているように、すぐでもしていただけたらなと

私は思います。 

 本当に雨降り、また、雪降り、特に雪降りですけど、路肩に雪どけられたら、ま

た狭い。そこへまた排水もまだできてないいうことで大変危ない状態が続いており
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ます。その中でやっぱり１日も早くしていただけるように要望したいと思いますの

で、期待しておりますので、１問目の質問をこれで終わらせていただきたいと思い

ます。 

 続きまして、２つ目です。これも以前言ったと思うんですけど、グリーンベルト

についていなんですけども、小学校の通学路である、五月から大窪に向かいグリー

ンベルトが引かれてありますが、現在、通学路は五月台から大窪に入り、小林電機、

私がいつも事故がよく起きる言うてるところでなんですけども、小林電機の交差点

を左折し、次のうを市さんところを右折し、大窪交差点を通り、小学校に通学され

ると、今、認識しております。 

 ２月中旬になるんですけれども、通学路ではない小林電機さんから札の辻にかけ

てグリーンベルトが引かれてありましたが、なぜか分かりませんでした。その中で、

町は東近江土木事務所へ依頼されたのかをお聞きします。また、必要であれば、そ

の理由を教えていただきたいと思います。 

 できれば、今も、最初の質問でなんですけど、通学路にグリーンベルトを引くこ

とを考えられないのか、お聞きしたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 建設計画課長。 

建設計画課長（髙井晴一郎君） 県道土山蒲生近江八幡線のグリーンベルトについて

ご質問を頂きました。 

 グリーンベルトにつきましては、日野地区の行政懇談会や日野小学校ＰＴＡより

継続して改善の要望を頂いていたことから、東近江土木事務所へ要望し、小林電機

商会から札の辻の区間も含めて引き直しを実施いただいたところでございます。 

 日野小学校の通学路となっている町道区間につきましては、小学校等と合同で通

学路点検等により現状を確認しておりますが、グリーンベルトの設置までには至っ

ておりません。 

 今後、児童の通学状況等を注視しながら、必要となれば設置を検討してまいりた

いと思います。 

議長（杉浦和人君） 奥平英雄君。 

７番（奥平英雄君） 一応、ＰＴＡの方と自治会と相談されて引かれたということで、

これ説明とか、実際に見に行かれたと思うんですけれども、私個人的に思うのは、

これは引いてくれと言われたで引いたんやと言われたらそれだけなんですけれど

も、通学路でないところにグリーンベルトを引いても、通られないのにもったいな

いなと私個人的には思うてるんです。その横にある白線については、やっぱり消え

かかっていたので、引いていただいたら、これはやっぱり安全確保でよいかなと。 

 これも実際に五月台まで私も見に行きまして、あそこからずっとさらで引いてい

ただいておりました。その中で今回このような状態で見つけたもので質問させてい
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ただいたんですけれども、行政懇談会、去年、堀江町長が新しくなられて、私、27

年のこの行政懇談会の日野地区の回答書を頂いているんです。これには載っていな

いんですが、最近のやつ、ちょっと私もらったのかもらっていないか分からへんの

ですけど、この中にもやっぱり載っていると思うんです、ベルトを引いてくれとか。

そのまた書類をできたら頂きたいと思います。 

 それで、今の、今後なんですけれども、よその地区へ行っても、やっぱりグリー

ンベルトが引いてある中で、やはり今後必要であれば設置していきたいということ

なんですけども、やっぱり、特に引いていただきたいなと思っているのが今の中西

金物店さんからトラヤスポーツのあの辺り。前も言ったと思うんですけど、本誓寺

から裏へ回られる通学を考えられへんのかとかいう話を私したと思うんですけど

も、あそこの道は、先ほど言った質問と一緒で、バスが通ったり、かなり車の往来

が激しい中で小学生が通学しています。 

 その中で、今、ちょうどこれぐらいの絵で、こんな三角の通学路って書いたやつ

が真ん中にべたっと道に書いてあるのがあるんですが、あれ意味があるのかなと私

は思うんですけど、やっぱり路肩のほうにグリーンベルトを引いていただけること

を考えているんですけれども、その辺は全然、なぜあの真ん中にあるのかも私分か

らないんですけれども、あれでやっぱり、あ、ここ通学路やと思われるか知りませ

んけれども、実際に子どもが歩くのは際を通られるので、やっぱりグリーンベルト

が私は必要やと思うんですけど、全然その辺は考えておられないのか、お聞きした

いと思います。 

議長（杉浦和人君） 建設計画課長。 

建設計画課長（髙井晴一郎君） 奥平議員より再質問を頂きました。 

 まず、グリーンベルトの関係でございますが、要望の内容等については、また建

設課のほうへ来てくれはったらお渡ししますので、またお寄りください。 

 これにつきましては、議員もおっしゃいましたとおり、薄い部分がもうかなり長

い距離にわたって薄かったので、これについては町のほうから県のほうへ要望いた

しまして、ぜひとも引き直してほしいということで引き直しをしていただいたとこ

ろでございます。 

 あの路線につきましては、小林電機から札の辻までは要らんやんけと言やあ要ら

んかも分かりませんが、もう前から引いていたものですので、それをそのままそこ

で止めるわけではなくて、全路線の塗り替えをしたということで、東近江土木のほ

うから報告を受けているところでございます。使わへんさかいに引かへんというこ

ともできませんし、あそこで止めるというのもおかしな話なので、全線引かしても

らいましたということでございます。 

 それから、小学校の通学路は小林電機さんを曲がって、うを市さんとこをまた曲
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がってと、あのルートやと思うんですけど、それにつきましても、平成29年の通学

路点検のときにそこのほうは点検をしております。部分的に側溝ぶたの改修はさせ

てもらったんですが、グリーンベルトとの要望についてはそのときも出ておりませ

んし、以降も出ておりません。今後、状況を注視しながら、必要であれば引くこと

も検討していきたいなというふうに思っています。 

 それから、これも大窪内池線のいわゆるひばり野までの間の部分的なグリーンベ

ルトでございますが、現在のところグリーンベルトを引く予定はしておりません。

というのは、路肩が結構広いというか、路肩がそこそこ確保できておりますし、あ

の辺についても特に通学路でグリーンベルトを引いて下さいというような要望の

ほうもいただいておりませんので、現段階では引く予定はしておりません。 

議長（杉浦和人君） 奥平英雄君。 

７番（奥平英雄君） 私ちょっと、日野の警察署と、それと東近江警察署のほうにち

ょっと電話して、グリーンベルトの意味はいろいろ聞いたんですけど、一応、通学

路としてのグリーンベルトだという話は警察のほうから聞きまして、町のほうが要

望されたらもう引かはるのはしょうがないですよ奥平さんと言われたんですけど、

どんだけ自治会の方とＰＴＡの方が知ってるか、私あそこ小学校で通学してたです

けんど、なぜあそこにグリーンベルトが引いてあるのか、いまだにも分からないん

ですけど、あそこ通ったことないんです、私も小学校のとき、真っすぐ行っていた

んです。ほやのに、あそこいつからか知らん、グリーンベルトが引いてるんです。 

 その辺がちょっと私はちょっと解釈がちょっとしかねているんですけれども、今

後なんですけども、質問しませんけれども、要望として、やはり事故が起きてから

では遅いので、やっぱり対応をしていただいて、私は大窪の議員として出ているん

ですけども、ほかの議員の方もやっぱり、ここもここもと言わはるとこもあると思

うんです。日野町はやっぱり、確かに大きいんで、お金もたくさんかかると思いま

すけども、やっぱり小学生の通学路に関しては、どこでも狭いとこというのは全部

グリーンベルトを引いて、通学路やというのをやっぱり分かるように指示していた

だけたらなと思いますので、要望としてよろしくお願いしたいと思います。 

 これで一般質問を終わります。 

議長（杉浦和人君） 以上で、４名の諸君の一般質問は終わりました。 

 その他の諸君の一般質問は次週15日に行いたいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認めます。 

 それでは、その他の諸君の一般質問は次週15日に行いますので、定刻ご参集をお

願いいたします。 
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 本日はこれをもって散会いたします。 

 一同起立、礼。 

－起 立 ・ 礼－ 

議長（杉浦和人君） お疲れさまでした。 

－散会 １６時４２分－ 

 


